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一
、
問

題

曲
四
納
’

A

わ
れ
わ
れ
は
先
に
、
「
日
繰
帳
」
系
統
の
キ
リ
シ
タ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
村
落
、
黒
崎
巻
報
告
し
て
き
た
。
；
根
獅
子
は
、

乙
れ
に
対
し
て

い
わ
ゆ
る
「
納
戸
神
」
系
統
の
キ
リ
シ
タ
ン
村
落
で
あ
る
。

黒
崎
の
宗
教
は
、
少
く
と
も
集
団
佑
の
次
元
で
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
区
分
で
捉
え
ら
れ
る
。
根
獅
子
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク

信
者
は
一
人
も
な
い
。
新
来
者
を
除
け
ば
全
村
キ
リ
シ
タ
ン
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、

「
納
戸
神
」
信
仰
集
団
と
と
も
に
、
神
道
、
仏

教
、
修
験
、

そ
の
他
の
民
間
信
仰
、
最
近
で
は
生
長
の
家
そ
の
他
の
新
興
宗
教
集
団
の
並
容
を
無
視
で
き
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
相
互
に
排

他
し
対
立
し
あ
う
乙
と
な
く
、
「
講
」
や
「
組
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、

ム
ラ
の
生
活
過
程
で
の
宗
教
的
機
能
を
分
け
あ
っ
て
い
る
。

黒
崎
と
は
、
単
に
形
態
的
な
違
い
ば
か
り
で
な
く
、
関
係
の
型
そ
の
も
の
が
異
な
っ
て
お
り
、
。
－
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徴
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
乙
に
は
、
「
表
と
裏
」
・
「
公
と
私
」
・
「
内
と
外
」
・
「
世
襲
・
選
良
と
輪
番
」
・
「
社
会
的
年
令
と
自
然
的

キ
リ
シ
タ
ン
村
落
根
獅
子
の
宗
教
と
社
会
構
造

一
一
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キ
リ
シ
タ
ン
村
落
根
獅
子
の
宗
教
と
社
会
構
造

一
一
六

年
令
」
・
「
現
役
と
先
役
」
・
「
長
子
と
非
長
子
」
・
「
男
と
女
」
・
「
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
シ
ン
パ
」
・
「
本
家
と
分
家
」
等
の
、
集
団
の
位
置
づ
け
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
集
団
所
属
の
資
格
に
関
す
る
諸
原
理
・
諸
基
準
が
見
出
さ
れ
る
。

本
論
で
は
、

こ
れ
ら
の
諸
原
理
・
諸
基
準
が
、

キ
リ
シ
タ
ン
的
信
仰
集
団
と
非
キ
リ
シ
タ
ン
的
そ
れ
と
で
は
、
ど
の
よ
う
な
組
合
せ
の

相
違
乃
至
共
通
性
を
も
つ
か
を
検
討
す
る
。

乙
れ
に
よ
っ
て
、

少
く
と
も
集
団
構
造
の
次
元
で
の
キ
リ
シ
タ
ン
的
な
も
の
、
「
納
戸
神
」

信
仰
的
な
も
の
の
特
徴
を
と
り
出
す
乙
と
と
、

ム
ラ
の
宗
教
的
な
生
活
過
程
に
お
け
る
「
納
戸
神
」
信
仰
の
位
置
を
求
め
る
乙
と
が
出
来

る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
の
主
要
な
関
心
は
、

キ
リ
シ
タ
ニ
ズ
ム
の
信
仰
H
宗
教
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
社
会
構
造
と
の

関
連
に
あ
る
。
乙
の
よ
う
な
儀
礼
的
社
会
関
係
の
構
造
が
、
俗
的
な
社
会
構
造
の
主
要
な
型
を
反
映
し
、
又
は
乙
れ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

る
と
の
仮
説
に
た
ち
、
検
証
し
よ
う
と
し
て
調
査
を
進
め
て
い
る
。
諸
範
噂
、
諸
基
準
の
二
律
背
反
的
な
性
格

lζ
れ
は
、
少
く
と
も
潜

在
的
に
、
葛
藤
的
構
造
要
因
で
あ
る
ー
に
対
応
す
る
社
会
関
係
の
型
と
統
合
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
も
注
目
し
て
い
る
。
紙
数
の
制
約
の
た
め

に
、
と
乙
で
は
、

乙
う
し
た
問
題
仮
説
へ
の
前
半
に
す
ぎ
な
い
諸
結
果
を
、
報
告
す
る
の
に
と
ど
め
ざ
る
を
得
な
い
。

本
論
の
方
法
論
的
手
が
か
り
は
、
社
会
学
的
集
団
構
造
の
分
析
と
、
儀
礼
的
ド
ミ
ナ
ン
ト
・
シ
ン
ボ
ル
の
概
念
で
あ
る
。

ド
ミ
ナ
ン
ト
・
シ
ン
ボ
ル
は
次
の
三
つ
の
特
質
を
も
っ
。
①
諸
事
物
・
諸
行
為
が
ひ
と
つ
の
表
現
の
中
に
凝
縮

さ
れ
て
い
る
。
＠
本
質
的
に
別
種
の
意
味
が
結
合
さ
れ
て
い
る
。
＠
当
該
社
会
の
社
会
の
社
会
的
・
道
徳
的
秩
序
の
構
成
に
関
す
る
意
味

※
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と
そ
の
シ
ン
ボ
ル
の
外
形
に
関
わ
る
意
味
の
両
極
性
を
も
っ
。
例
え
ば
黒
崎
で
の
「
お
帳
」
は
、
ま
さ
に
ζ

の
ド
ミ
ナ
ン
ト
・
シ
ン
ボ
ル

脳
間
叩

a
a
y

に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
ゎ
。
し
か
も
、
わ
れ
わ
れ
の
知
る
限
り
、
唯
一
の
そ
れ
で
あ
る
。
黒
崎
の
報
告
で
は
、
乙
の
概
念
は
集
団
構
造
の
分

タ
l
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、

析
の
結
果
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
が
、

乙
乙
で
は
、
目
的
的
に
、
宗
教
と
社
会
構
造
と
の
媒
介
概
念
と
し
て
用
い



て
ゆ
く
。

乙
れ
に
よ
っ
て
儀
礼
的
行
為
・
儀
式
が
、

ム
ラ
の
社
会
過
程
で
も
つ
主
観
的
・
客
観
的
意
味
を
、

よ
り
明
き
ら
か
な
形
で
と
ら

え
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
独
自
の
意
味
と
論
理
を
も
ち
つ
つ
展
開
旦
習
俗
化
し
て
現
在
の
あ
り
方
を
と
っ
て
い
る
儀
礼
的
行
為
・

関
係
は
、
集
団
論
の
次
元
だ
け
で
は
充
分
に
は
把
捉
し
難
い
と
考
え
る
。

※
1

拙
稿
「
キ
リ
シ
タ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
村
落
黒
崎
の
社
会
構
造
」
（
『
社
会
学
評
論
』
山
田
号
及
び
『
西
日
本
宗
教
学
雑
誌
』
創
刊
号
所
収
）

※
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前
掲
拙
稿
に
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。
①
に
つ
い
て
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
的
行
事
、
実
行
の
根
拠
で
あ
り
源
泉
で
あ
る
。
②
は
『
日
繰
帳
』
と
し
て

の
意
味
と
『
信
徒
集
団
』
と
し
て
の
意
味
の
結
合
。
③
キ
リ
シ
タ
ン
の
「
正
統
性
」
の
象
徴
的
意
味
と
、
「
暦
」
が
記
さ
れ
て
い
る
『
帳
面
』
と
い

う
外
形
に
関
わ
る
意
味
の
両
極
性
。

二

、

対

象

地

の

概

略

根
獅
子
は
も
と
平
戸
藩
に
属
し
、
現
在
平
戸
市
、
北
西
部
沿
岸
の
農
村
で
あ
る
。
南
北
の
両
隣
沿
岸
に
飯
良
、
獅
子
、
春
日
、
高
越
、

対
岸
に
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
地
中
江
の
島
を
お
い
て
生
月
島
が
あ
る
（
地
図
①
）
。
こ
れ
ら
の
諸
部
落
が
「
納
戸
神
」
信
仰
の
地
方
系
を
な

※
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※
2
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し
て
い
る
。
生
月
と
対
岸
諸
部
落
と
の
経
済
的
・
社
会
的
・
宗
教
的
交
通
は
密
接
で
あ
っ
た
し
、
現
在
も
そ
の
傾
向
は
あ
る
。
生
月
を
別

に
す
れ
ば
、

キ
リ
シ
タ
ン
そ
の
他
の
宗
教
儀
礼
・
信
仰
を
一
番
強
く
保
守
し
て
き
て
い
る
の
は
根
獅
子
と
考
え
ら
れ
る
。
主
な
対
象
地
と

し
て
選
ん
だ
理
由
で
あ
る
。

カ
ト
リ
ッ
ク
は
平
戸
島
の
宗
教
的
一
勢
力
で
、

こ
と
に
、
根
獅
子
の
東
に
接
す
る
紐
差
に
は
、

乙
の
地
方
最
大
の
信
徒
数
を
擁
す
る
紐

キ
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落
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子
の
宗
教
と
社
会
構
造
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！日平声藩域図（壱岐郡を除く）地図①
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j 16，蹴
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差
教
会
が
あ
る
（
表
①
）
。
病
院
・
市
役
所
支
所
は
紐
差
に
あ
り
、
市
部
へ
出
る
パ
ス
も
こ
乙
を
経
由
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
根
獅
子

か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
復
活
者
は
か
つ
て
一
人
も
で
て
い
な
い
。
乙
の
点
で
は
、
村
内
が
キ
リ
シ
タ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
に
分
裂
し
て
い
る

黒
崎
と
は
異
質
で
、
村
落
結
合
の
強
さ
を
も
示
し
て
い
る
。
こ
の
、
結
合
の
強
さ
を
象
徴
す
る
事
象
は
随
所
に
見
出
さ
れ
る
の
だ
が
、

と
乙

で
は
一
例
と
し
て
、
「
服
装
」
を
あ
げ
て
お
く
。
黒
っ
ぽ
い
染
め
、
短
め
の
裾
の
、
手
織
の
綿
耕
で
あ
る
。
乙
れ
は
日
常
着
で
な
く
、
外
出

の
晴
着
、
宗
教
的
正
装
着
、
公
の
席
で
の
着
衣
だ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
現
在
は
宗
教
的
、
公
的
な
場
で
の
み
着
用
さ
れ
て
い
る
。
念
仏

の
役
人
、
初
会
の
全
戸
主
は
こ
れ
を
着
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
筆
者
も
盆
の
十
四
日
夕
刻
（
ム
ラ
一
斉
の
墓
参
の
時
）
参
集
し
た
老
若

男
女
の
群
に
、
戸
主
と
殆
ん
ど
の
老
人
が
、
乙
の
着
物
に
身
を
包
ん
で
い
る
の
を
見
た
。
暑
い
夏
の
夕
刻
で
、
そ
れ
ら
の
黒
衣
は
異
様
に

映
じ
た
。
乙
の
、
ネ
シ
コ
・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
は
、
衣
服
と
い
う
単
な
る
具
体
的
範
噂
で
あ
る
こ
と
を
越
え
て
、
人

々
の
社
会
的
統
一
の
象
徴
な
の
で
あ
る
。
集
団
表
象
そ
の
も
の
と
一
言
つ
で
も
よ
い
。

※
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藩
政
期
に
は
根
獅
子
免
で
、
自
然
村
的
行
政
村
で
あ
っ
た
が
、
明
治
以
降
市
制
施
行
（
昭
担
年
）
に
よ
る
合
併
前
ま
で
、
獅
子
村
に
屑

し
た
。
現
在
は
根
獅
子
町
で
あ
る
が
、
本
論
で
は
ム
ラ
と
呼
ん
で
い
く
。

戸
数
二
一
七
、
人
口
約
千
百
人
、
四
部
落
か
ら
成
る
。
人
口
・
世
帯
数
の
推
移
は
別
表
に
示
す
（
表
＠
③
）
。
人
口
流
出
傾
口
は
市
平
均

を
や
や
上
廻
る
。
世
帯
数
の
減
少
は
人
口
減
少
ほ
ど
は
大
き
く
な
い
。
農
業
主
体
の
ム
ラ
で
あ
る
が
〈
表
④
）
、
食
料
源
と
し
て
の
海
の
比

重
は
小
さ
い
わ
け
で
は
な
い
。
漁
業
と
い
う
よ
り
は
、
釣
り
、
採
集
程
度
に
す
ぎ
ぬ
。
網
元
は
現
在
、
共
同
経
営
の
も
の
が
一
統
あ
り
、

小
規
模
な
定
置
網
を
操
業
し
て
い
る
。

農
業
経
営
は
、

「
田
・
畑
・
果
樹
地
計
」
で
見
て
1
加
以
下
が
八
割
近
く
、

水
田
・
山
林
原
野
、

田
畑
・
果
樹
地
計
の
い
ず
れ
を
み

キ
リ
シ
タ
ン
村
落
根
獅
子
の
宗
教
と
社
会
構
造
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リ
シ
タ
ン
村
落
梗
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子
の
宗
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と
社
会
構
造
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農業経営規模別世帯数（強豪霊祭皆ょり作成）

性問中J1イ計l山林平野
表 5

畑

5( 2. 8) 33(2Q.2) 4(13. 8) 1( 0. 5) 20( o. 5) 
41(22.7) 109(66. 9) 12(41. 8) 23(12. 6) 28(12. 6) 

40(22.1) 16( 9. 8) 10(34. 5) 33(18.1) 24(18.1) 

52(28.1) 4 ( 2. 5) 2( 6. 9) 29(15. 9) 10(15.1) 

32(17. 7) 1( 0. 6) 1( 3. 4) 56(30. 8) 18(30. 8) 

11( 6.1) 。 。 34(18. 7) 8(18. 7) 。 。 。 6( 3. 3) 10( 3. 3) 

2. 田1. 
＼＼＼種別｜
規模別 1 ト｜

O.lha以

0.3～0. 
0.5～0. 
0.7～1 

1.5ha以

29 (100）国竺~ 118 （附risic鵬 11臼（1州
（ 〕は百分率

計

て
も
、
「
過
小
農
性
」
は
否
め
は
い
（
表
⑤
）
。
と
共
に
、

そ
の
一
方
で
は
、
経
営

規
模
に
階
層
分
佑
が
見
て
と
れ
る
。
果
樹
（
み
か
ん
）
は
最
近
の
詰
み
で
あ
る
が
、

新
し
い
詰
み
と
し
て
は
経
営
農
家
一
戸
数
は
多
い
（
却
一
戸
）
。
他
に
肉
牛
飼
育
（
約
叩

一
戸
〉
も
見
落
せ
な
い
。
平
均
2
、
3
頭
の
飼
育
状
祝
で
現
金
収
入
の
重
要
な
途
で

あ
る
。と

乙
ろ
で
、
同
じ
く
「
過
小
農
的
」
と
は
言
え
、
黒
崎
の
、

M
加
以
下
が
七
割

曲
想
”
。

強
と
い
う
姿
に
比
す
と
、

根
獅
子
は
ま
だ
豊
か
で
あ
る
。

黒
崎
で
は
結
果
と
し

て
、
漁
業
又
は
乙
れ
に
代
る
も
の
と
し
て
の
外
部
経
済
へ
の
依
容
が
強
か
っ
た
。

根
獅
子
は
、

経
済
的
に
は
過
不
足
な
い
自
給
自
足
の
ム
ラ
の
形
を
と
ど
め
て
い

る
。
し
か
し
、
黒
崎
の
場
合
は
、
土
地
の
「
均
分
相
続
慣
行
」
が
あ
り
、

乙
れ
が

過
小
農
性
を
機
械
的
な
ま
で
に
徹
底
化
し
た
事
情
を
見
落
せ
な
い
。

乙
の
慣
行

は
、
黒
崎
と
両
隣
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
地
域
、
五
島
や
田
平
の
カ
ト

曲
栂

w
，

リ
ッ
ク
地
域
で
報
告
主
れ
て
い
る
が
、
「
納
一
戸
神
」
系
統
の
キ
リ
シ
タ
ン
村
落
に

は
見
ら
れ
な
い
。
根
獅
子
の
相
続
は
原
則
と
し
て
長
子
制
と
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
宗
教
と
は
別
に
、
平
戸
藩
で
は
「
割
田
」
、
即
ち
一
種
の
班
回
収
授

※
8
 

を
行
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
乙
れ
に
よ
っ
て
「
小
百
姓
の
均
分
佑
、
百
姓
相
互

キ
リ
シ
タ
ン
村
落
根
獅
子
の
宗
教
と
社
会
構
造
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ば
、
二
つ
の
キ
リ
シ
タ
ン
部
落
の
過
小
農
的
構
造
は
、

の
階
級
発
生
阻
止
」
↓
「
藩
に
よ
る
直
接
収
奪
」
の
途
を
便
じ
経
営
安
定
を
は
か
っ
た
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
乙
の
乙
と
が
事
実
と
す
れ

い
ず
れ
も
制
度
や
慣
行
か
ら
の
規
範
的
影
響
を
ャ
つ
け
て
い
た
乙
と
に
な
る
。
結
果

と
し
て
「
家
格
の
同
等
化
」
も
し
く
は
「
無
格
化
」
へ
の
傾
向
は
、
よ
り
強
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
つ
の
場
合
の
規

範
力
の
源
泉
、
主
観
的
意
味
づ
け
の
基
盤
は
別
異
の
も
の
で
あ
る
。
黒
崎
の
均
分
慣
行
は
、
何
ら
か
の
形
で
宗
教
と
関
連
し
た
、
村
落
の

内
在
的
規
範
に
基
く
が
、
割
田
は
、
行
政
的
・
外
在
的
規
範
に
依
拠
す
る
に
す
ぎ
ず
、
後
者
の
拘
束
力
は
行
政
権
力
の
後
退
と
共
に
消
先

す
る
。
根
獅
子
の
土
地
所
有
が
階
層
的
分
化
の
傾
向
を
も
つ
こ
と
と
矛
盾
し
な
い
。

お
む

※
1

生
月
漁
船
へ
の
漁
夫
と
し
て
、
ま
た
生
月
へ
の
薪
炭
の
販
売
。

※
2

通
婚
闘
の
問
題
で
あ
る
。

※
3

外
人
宣
教
師
活
動
の
こ
ろ
は
、
離
島
生
月
は
藩
庁
や
仏
教
徒
の
干
渉
が
少
く
、
こ
の
地
方
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
中
心
で
あ
っ
た
。
パ
l
ド
レ
は
一
時
、

生
月
に
在
駐
し
、
ま
た
訪
問
し
た
の
で
、
対
岸
部
落
の
人
々
は
餓
悔
の
た
め
に
、
生
月
へ
赴
い
て
い
た
の
で
あ
る
（
『
耶
蘇
会
年
報
』
一
五
六
二
、
横

頼
浦
発
、
ジ
ョ
ア
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
）
。
ま
た
、
安
満
岳
の
高
神
信
仰
で
、
周
辺
村
落
と
く
に
生
月
に
、
熱
心
な
講
が
持
た
れ
た
。
こ
れ
は
現
在

も
続
い
て
い
る
。

e

※
4

生
月
島
で
は
徳
川
中
期
以
後
、
鯨
組
創
設
に
よ
っ
て
大
き
な
漁
港
と
し
て
の
発
展
が
あ
っ
た
。
こ
れ
と
の
関
連
も
あ
っ
て
、
生
月
キ
リ
シ
タ
ン
は
、

独
自
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

※
5

平
一
戸
藩
の
最
小
の
行
政
単
位
。

※
6

拙
稿
前
掲
論
文
『
西
日
本
宗
教
学
雑
誌
』
所
収

※
7

野
村
鴎
清
「
キ
リ
シ
タ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
村
落
、
黒
崎
の
土
地
所
有
及
ぴ
一
戸
籍
に
つ
い
て
」
『
哲
学
年
報
』
第
二
十
九
輯
所
収

※
8

『
平
一
戸
藩
史
考
』
お
よ
び
『
園
用
宝
典
』
（
松
浦
史
料
博
物
館
所
蔵
）
に
、
平
均
四
反
、
家
族
数
に
よ
っ
て
増
減
す
る
と
の
記
載
が
あ
る
。

※
9

藤
野
渉
『
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』
頁
五
三
九
以
下
。



三
、
宗
教
的
諸
集
団
の
構
成
と
「
納
一
戸
神
」
信
仰
の
位
置

根
獅
子
で
観
察
さ
れ
る
宗
教
的
社
会
関
係
の
全
て
を
列
挙
し
て
み
る
。

①
辻
本
さ
ま

l
①
水
の
役
の
組

②
ろ
く
し
ゃ
の
組

③
三
輪
神
社
氏
子
中
｜
③
八
幡
神
社
氏
子
中

④
明
性
寺
檀
家
集
団
l
U照
観
寺
檀
家
集
団

⑤
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
の
組

＠
納
戸
神
の
本
・
分
家

⑦
あ
と
さ
ま
仲
間
（
慈
悲
仲
間
）

③
講
仲
間

③
お
大
師
講

⑬
同
年
組

⑪
と
詠
歌
の
講

⑬
二
十
三
夜
講

⑬
稲
荷
講

キ
リ
シ
タ
ン
村
落
根
獅
子
の
宗
教
と
社
会
構
造
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と
社
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構
造

一
一
一
四

⑭
ヤ
ン
ボ
ウ
シ
（
修
験
僧
）

⑬
ホ
ウ
ニ
ン
（
盲
僧
）

⑮
モ
ノ
シ
リ

⑪
生
長
の
家

⑬
天
理
教

⑮
創
価
学
会

こ
の
う
ち
①
J
＠
は
、
共
通
の
儀
礼
的
目
標
と
行
為
を
も
っ
、
組
織
佑
さ
れ
た
、
伝
統
的
な
信
仰
集
団
で
あ
り
、
＠
J
⑮
は
、
宗
教
的

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
依
願
者
の
組
織
化
さ
れ
て
い
な
い
儀
礼
関
係
で
あ
る
。
乙
の
⑮
J
⑮
の
関
係
と
新
興
宗
団
を
一
応
除
外
し
、
①
J
⑫

の
集
団
を
中
心
に
考
察
し
て
ゆ
く
。
乙
れ
ら
は

A 

キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
の
集
団

B

キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
で
な
い
集
団

C 

中
間
的
集
団

の
三
群
に
類
別
さ
れ
る
。
乙
れ
は
、
何
ら
か
の
客
観
的
標
示
に
よ
っ
て
で
な
く
、
ム
ラ
の
人
々
自
身
の
類
別
の
定
議
に
よ
っ
て
い
る
。

A
は

面
接
し
た
全
て
の
人
々
が
そ
の
よ
う
に
認
定
し
て
い
る
諸
集
団
、

C
は
人
に
よ
っ
て
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
と
い
い
、
他
の
人
は
そ
う
で
な

い
と
し
て
一
致
し
な
い
も
の
、

B
は
一
致
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
の
で
は
な
い
と
定
義
す
る
も
の
で
あ
る
。
乙
の
よ
う
な
分
け
方
を
採
用
す
る

理
由
は
、

キ
リ
シ
タ
ン
及
ぴ
キ
リ
シ
タ
ニ
ズ
ム
の
概
念
自
体
が
未
だ
に
仮
説
的
で
あ
り
、

乙
れ
ら
を
定
義
す
る
客
観
的
な
指
標
は
確
定
さ

「
キ
リ
シ
タ
ン
的
・
非
キ
リ
シ
タ
ン
的
」
と
い
う
主
観
的
定
義
の
う
ち
に
客
観
的
に

れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
、

、
、
、
、
、
、
、
、

見
出
さ
れ
る
諸
特
徴
を
と
り
出
す
乙
と
に
よ
っ
て
、
概
念
の
内
容
が
確
定
さ
れ
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
と
乙
で
の
資
料



は
根
獅
子
で
の
一
ケ

l
ス
で
あ
り
、

そ
の
手
が
か
り
に
す
ぎ
な
い
。

A
群
↓
①
辻
本
さ
ま
、
①
水
の
役
の
組
、
＠
納
声
神
の
本
・
分
家
、
＠
あ
と
さ
ま
仲
間

辻
本
さ
ま
と
は
、
人
名
・
家
名
で
な
く
、
「
納
戸
神
」
の
名
称
で
あ
る
。
水
の
役
は
そ
の
役
職
層
で
、
村
全
体
は
そ
の
組
織
に
組
み
入
れ

ら
れ
て
い
る
。
村
に
は
数
戸
の
納
戸
神
を
も
っ
家
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
辻
市
太
郎
家
に
H
H

隠
れ
H
H

て
い
る
神
で
あ
る
。
他
の
納
戸
神
は

私
的
な
神
で
、

乙
れ
を
祭
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
家
集
団
が
⑤
に
あ
た
る
。
乙
の
辻
本
さ
ま
だ
け
は
〈
ム
ラ
の
納
戸
神
V
と
さ
れ
る
。
ま

た
〈
表
の
氏
神
V
八
幡
神
社
に
対
し
て
八
裏
の

V
氏
神
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
神
体
を
預
る
辻
家
の
戸
主
は
、
「
も
と
方
」
、

ー「

お

じ
様
」
と
よ
ば
れ
、
水
の
役
は
そ
の
輩
下
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
〈
裏
役
V
と
よ
ば
れ
る
。

「
も
と
方
」
は
長
男
に
よ
る
世
襲
だ
が
、
市
太
郎
家
で
は
ま
だ
三
代
目
で
、
以
前
は
隣
家
（
や
は
り
辻
姓
）
に
あ
っ
た
。
乙
の
閣
の
事
情

は
不
明
で
あ
る
。
隣
の
辻
家
の
当
主
は
、
生
長
の
家
の
最
初
の
入
信
者
で
、
約
二
十
戸
の
信
者
集
団
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
。
辻
姓
は
5
軒

あ
り
、

H
H

神
様
の
H
H

わ
か
れ
H
H

と
し
て
尊
敬
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
「
水
の
役
」
を
引
き
受
け
る
乙
と
も
あ
る
。

そ
の
後
2 
年
間
ー「

先せ水
役干の
と、役
し」
ては
責七
任人

お
り
、
二
年
毎
に
、
先
任
者
が
一
人
ず
つ
役
を
退
き
代
り
が
補
充
さ
れ
る
。
引
退
し
た
先
任
者
は
、

と
発
言
権
を
も
っ
。
着
任
順
に
地
位
の
上
・
下
が
法
ま
り
、

一
人
一
人
は
後
任
者
に
対
し
て
の
先
役
で
も
あ
る
。
新
任
者
は
、
現
役
た
ち
、

先
役
、
も
と
万
お
よ
び
ム
ラ
惣
代
の
合
議
で
選
考
す
る
。
そ
の
基
準
は
①
夫
婦
健
在
な
者
、
②
年
令
的
ふ
さ
わ
し
さ
、
＠
長
子
、
＠
地
区

の
代
表
で
あ
る
乙
と
、
＠
品
行
方
正
、
＠
宗
教
的
熱
心
さ
、

で
あ
る
。
年
令
的
ふ
さ
わ
し
さ
と
は
、
具
体
的
に
は
訂
、
指
才
を
言
い
、
先

役
者
の
年
令
を
次
席
の
者
が
越
え
な
い
と
い
う
配
慮
を
含
ん
で
い
る
。

乙
の
役
に
選
ば
れ
る
乙
と
は
名
誉
で
あ
り
、
従
っ
て
拒
否
は
あ
り
え
な
い
。
少
く
と
も
こ
れ
ま
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今

キ
リ
シ
タ
ン
村
落
線
獅
子
の
宗
教
と
社
会
構
造

一
二
五
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後
は
乙
の
限
り
で
は
な
い
か
も
知
れ
ぬ
。
何
故
な
ら
、
役
の
任
期
は
最
低
で
路
年
を
数
え
る
。
出
稼
ぎ
と
い
う
よ
う
な
事
態
が
必
要
で
な

く
現
実
に
も
な
か
っ
た
、
閉
鎖
的
土
着
社
会
で
の
み
可
龍
な
、
名
誉
職
な
の
で
あ
る
。
現
在
、
出
稼
ぎ
に
出
て
い
る
役
人
が
一
人
あ
る
。

つ
と
め
に
は
可
能
な
限
り
責
を
果
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
出
稼
の
必
要
の
た
め
に
役
を
降

か
れ
の
ケ

l
ス
は
黙
認
S
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

り
る
と
い
う
事
態
、
相
談
さ
れ
た
役
に
就
く
の
を
断
る
と
い
う
事
態
は
ま
だ
起
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
客
観
的
に
み
て
、
早
晩
乙
の
問
題

で
の
葛
藤
が
顧
在
化
す
る
で
あ
ろ
う
乙
と
は
明
き
ら
か
で
あ
る
。

「
も
と
方
」
を
頭
に
七
人
の
「
水
の
役
」
の
役
割
は
、

一
方
で
乙
の
八
人
に
よ
る
ム
ラ
の
年
中
行
事
と
、
他
方
水
の
役
各
人
に
よ
る
受

持
世
帯
（
ク
ミ
）
の
個
々
人
に
対
す
る
通
過
儀
礼
と
を
区
別
で
き
よ
う
。
年
中
行
事
は
、

大
晦
日
（
か
つ
て
は
十
二
月
二
十
五
日
）
か
ら
E
月
三
日
間
の
う
ち
に
、
担
当
の
家
々
を
お
放
い
し
て
ま
わ
る
。

一
月
七
日
、
白
紙
を
十
字
形
に
切
っ
た
「
お
守
り
」
の
鹿
布
。

①
年
頭
家
裁
い

③
ま
ぷ
り
か
け

三
種
あ
り
、
個
人
の
お
守
り
、
カ
ド
の
お
守
り
、
牛
の
お
守
り
。
年
間

の
無
事
息
災
を
祈
願
す
る
、
ま
た
こ
の
と
き
、
ま
ぶ
し
た
餅
を
も
分
記
す
る
。

＠
お
こ
も
り

四
月
二
十
九
日
、
表
の
氏
神
八
幡
神
社
の
例
祭
日
に
あ
た
る
。
例
祭
が
行
な
わ
れ
て
い
る
閥
、
水
の
役
た
ち
は
辻
本
さ
ま
に
集
ま
っ
て
祈

る
。
惣
代
は
両
方
に
挨
拶
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

③
つ
き
や
流
し

五
月
下
旬
苗
代
終
了
の
お
礼
の
祈
り
。

③
虫
祈
祷

六
月
（
昭
和
四
十
六
年
か
ら
中
止
）

四
月
一
目
、
辻
本
さ
ま
で
の
祈
り
、
か
つ
て
は
奉
納
相
撲
も
あ
っ
た
。

旧
八
月
二
十
六
日
、
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
地
で
「
聖
地
」
と
な
っ
て
い
る
場
所
へ
の
、
村
民
の
お
ま
い
り
と
役
人
に
よ
る
祈
り
。

⑥
は
っ
さ
く

⑦
う
し
わ
き
様

＠
で
け
穂

九
月
末
、
豊
作
祈
願
の
祈
り
。

十
二
月
末
、
一
年
の
感
謝
の
祈
り
。

①
し
ま
い



（
こ
の
他
、
年
中
行
事
で
は
な
い
が
「
地
掘
り
」
の
祈
り
を
ひ
き
う
け
る
。
公
の
建
造
物
、
工
事
の
際
、
「
地
の
神
」
へ
の
祈
り
で
あ
る
。
）

こ
れ
ら
の
年
中
行
事
は
、
多
く
、
平
一
戸
島
の
非
キ
リ
シ
タ
ン
部
落
で
は
、
八
氏
神

V
の
ま
つ
り
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も

。
噂
均
’
u

の
で
あ
る
。
南
部
の
旧
寺
領
の
ム
ラ
（
キ
リ
シ
タ
ン
の
在
住
は
か
つ
て
一
人
も
な
い
て
野
子
の
場
合
を
次
に
あ
げ
る
と
そ
の
こ
と
が
明
き
ら
か

と
こ
ろ
で
、

と
な
ろ
う
。

①
一
月
一
日
初
祈
祷

※
②
一
月
上
旬
家
放
い

※
③
三
月
春
祭
（
田
植
祈
念
祭
）

※
④
五
月
っ
く
り
あ
が
り
ま
い
り

⑥
七
月
十
五
日
祇
園
祭
（
夏
祭
）

③
八
月
十
四
日
ジ
ヤ
ン
ガ
ラ
奉
納

※
⑦
秋
の
例
祭
｛
豊
作
祈
願
）

※
＠
十
二
月
末
年
ぶ
れ

※
印
の
も
の
は
機
能
的
に
同
じ
行
事
で
あ
る
。
虫
祈
祷
、

は
っ
さ
く
は
、
農
耕
に
関
す
る
年
中
行
事
と
し
て
神
宮
が
行
っ
た
り
民
間
で

や
る
ム
ラ
は
多
い
。

ジ
ャ
ン
ガ
ラ
は
根
獅
子
に
も
あ
る
が
、
主
宰
者
は
辻
氏
で
な
く
ム
ラ
惣
代
が
あ
た
る
。
辻
本
さ
ま
は
キ
リ
シ
タ
ン
の

神
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
実
際
に
キ
リ
ス
ト
教
に
起
源
し
、
非
キ
リ
シ
タ
ン
の
ム
ラ
に
は
み
ら
れ
な
い
行
事
は
、
「
ま
ぷ
り
か
け
」
と
「
う

し
わ
き
の
祭
り
」
の
み
で
あ
る
。
他
の
殆
ん
ど
の
行
事
は
、
非
キ
リ
シ
タ
ン
部
落
で
は
神
宮
が
主
宰
し
た
り
、
民
間
の
農
耕
儀
礼
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
お
守
り
」
「
共
同
祈
願
」
「
被
い
」
「
奉
納
相
撲
」
「
地
の
神
」
「
浄
め
の
儀
式
や
タ
ブ

※
3

※
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1
」
な
ど
、
民
間
の
神
祇
信
仰
、
神
道
的
な
も
の
と
の
共
通
要
素
が
強
い
。
と
く
に
「
披
う
」
と
い
う
観
念
は
次
の
個
々
人
の
通
過
儀
礼

キ
リ
シ
タ
ン
村
落
根
獅
子
の
宗
教
と
社
会
構
造

一一一七



キ
リ
シ
タ
ン
村
落
根
獅
子
の
宗
教
と
社
会
構
造

一ニ八

に
も
色
濃
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

①
名
づ
け
、
洗
礼

月
一
に
一
緒
に
洗
礼
す
る
。
こ
の
仲
間
が
の
ち
の
ち
「
同
年
組
」
（
③
）
と
な
る
。
ま
た
霊
名
が
な
い
。
日
本
語
名
だ
け
の
名
づ
け
で
あ
る
、
名
づ
け
親
は

近
親
者
に
頼
む
、
そ
の
際
M
H

一
肉
親
が
そ
ろ
っ
て
い
る
人
d

が
条
件
と
さ
れ
る
、
そ
の
方
が
「
強
い
」
か
ら
、
と
さ
れ
る
。

仏
僧
に
よ
る
葬
い
が
終
っ
た
後
、
葬
家
と
P
和
尚
さ
ま
の
宿
d

を
提
供
し
た
家
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
祈
り
を
す
る
。
こ
れ
は
し
か
し
、
死
者
へ

こ
の
役
本
来
の
役
割
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
黒
崎
と
異
な
る
の
は
、

生
後
三
ケ
日
を
原
則
と
せ
ず
、
前
年
度
出
生
の
子
を
翌
年
正

②
葬
式
の
祈
り
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
仏
僧
に
よ
る
H
ス
ラ
ゴ
ト
H

の
葬
い
の
M
H

曲
？
を
庁
放
ち
つ
uu

た
め
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

の
年
頭
に
配
ら
れ
た
ま
ぶ
り
の
「
餅
」
か
「
米
」
を
、
口
の
中
に
入
れ
て
納
棺
す
る
、
こ
の
風
習
は
隣
辺
部
落
に
は
な
い
。

死
者
へ
は
、
そ
の
年

③
出
生
兵
士
の
無
事
祈
願
（
今
は
も
ち
ろ
ん
行
な
わ
れ
て
い
な
い
）
。

さ
て
、
以
上
の
如
き
辻
本
さ
ま
の
組
織
に
は
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
幾
つ
か
の
原
理
が
含
ま
れ
て
い
る
。
世
襲
、
選
良
制
、
蕗

次
制
で
あ
る
。
施
次
制
は
年
令
階
層
制
で
は
あ
る
が
、
自
然
的
年
令
で
な
く
社
会
的
年
令
に
よ
る
も
の
で
、
両
者
は
区
別
し
て
お
く
べ
き

で
あ
ろ
う
。
生
月
の
キ
リ
シ
タ
ン
宗
団
組
織
は
、
特
に
こ
の
蔵
次
制
が
重
層
し
「
授
け
役
↓
御
番
役
↓
み
弟
子
」
の
三
層
に
貫
か
れ
て
い

滋
n
T
R
U
一
。
根
獅
子
と
は
授
け
役
（
洗
礼
役
）
と
御
番
役
（
も
と
方
、
つ
も
と
）
の
地
位
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。
蕗
次
制
は
、
「
宮
座
」
の
組
織
構
成

※
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と
似
て
い
る
と
し
て
、
京
都
大
学
学
術
調
査
団
が
指
摘
し
て
い
る
。
根
獅
子
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
単
に
組
織
構
成
が
「
宮
座
」
的
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
納
一
戸
神
集
団
は
そ
の
宗
教
的
役
割
と
観
念
に
お
い
て
も
、
八
神
道
的
な
も
の

V
と
の
共
通
要
素
を
持
つ
こ

と
が
示
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
位
置
は
、
八
表

V
に
対
す
る
〈
裏
〉
の
氏
神
と
し
て
で
あ
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。
内
神
や

外
神
と
い
う
こ
と
は
時
折
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
表
と
裏
の
関
係
で
あ
る
。

こ
の
辻
本
に
対
し
、

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
「
納
戸
神
」
集
団
、

「
あ
と
さ
ま
仲
間
」
が
あ
る
。
納
一
戸
神
を
私
的
所
有
す
る
数
戸
の
家
を



本
家
主
レ
て
、
数
戸
J
十
数
戸
の
祭
杷
集
団
を
形
成
す
る
の
が
前
者
で
あ
る
。
「
納
一
戸
神
の
本
分
家
」
と
よ
ん
で
い
る
が
、
血
縁
的
親
族
の

本
・
分
家
と
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
少
く
と
も
現
在
時
点
で
は
一
致
し
て
い
な
い
。
乙
の
ム
ラ
の
親
族
は
、
血
縁
、
婚
姻
の
両
方

に
よ
っ
て
「
い
と
乙
」
ま
で
を
ほ
ぼ
そ
の
範
囲
と
す
る
シ
ン
セ
キ
関
係
で
あ
る
。
シ
ン
セ
キ
の
本
家
・
分
家
と
い
う
考
え
は
あ
る
が
、
そ

れ
も
一
代
ご
と
に
動
い
て
い
く

Z
E巴
S
色
付
広
島
ぼ
で
あ
る
。
他
方
、
納
戸
神
は
世
襲
さ
れ
動
か
な
い
か
ら
、
か
り
に
あ
る
時
期
に
一

致
し
て
い
た
と
し
て
も
、
だ
ん
だ
ん
ず
れ
て
く
る
。
祭
砲
は
本
家
が
行
い
、

輪
番
で
は
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
集
団
が
各
自
の

H
H
C
ょ
う

日
II 

（
年
二
回
）
を
持
ち
、
神
体
を
拝
み
‘

お
経
文
（
主
に
ア
ペ
・
マ
リ
ヤ
）
を
あ
げ
、
共
同
飲
食
す
る
。

そ
の
席
は
、
原
則
と
し
て
（
本
家

を
別
と
し
て
）
年
令
順
で
あ
る
。

「
あ
と
さ
ま
仲
間
」
は
別
名
慈
悲
仲
間
と
も
呼
ぶ
。
乙
の
集
団
は
納
戸
神
集
団
と
は
重
な
っ
て
い
な
い
。
固
定
し
た
3
戸
J
6
一
戸
の
家

集
団
で
あ
る
。

2
月
第
二
日
曜
日
の
「
お
札
び
ら
き
」
を
唯
一
の
行
事
と
す
る
。
乙
れ
は
生
月
で
行
わ
れ
て
い
る
「
初
の
お
し
か
え
」
に
類

b
E
U
r
 

似
す
る
。
宿
は
輪
番
。
家
族
全
員
が
参
加
。
宿
の
主
人
が
、
辻
本
さ
ま
や
そ
の
他
の
「
お
札
」
を
も
っ
家
へ
「
お
札
」
を
借
り
に
行
く
儀
式

か
ら
始
ま
る
。
お
札
は
路
枚
の
木
札
で
、
手
織
の
布
袋
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
日
才
以
上
の
も
の
は
、
く
じ
を
ひ
く
よ
う
に
、
袋
か
ら
一

と
さ
れ
る
。
田
北
氏
に
よ
れ
ば
、

そ
の
年
、
縁
起
が
よ
い
、

曲師”’

こ
れ
は
ロ
ザ
リ
ヨ
の
十
五
玄
義
に
「
親
札
」
を
一
枚
加
え
た
も
の
と
の
乙
と
で
あ
る
。

ア
ベ
・
マ
リ
ヤ
の
札
を
引
き
あ
て
た
人
は
、

枚
ず
つ
引
《
。
J

そ
の
前
に
全
員
で
ア
ペ
。
マ
リ
ヤ
を
唱
え
て
拝
む
。

ニ
－
つ
の
イ
シ
フ
ォ
ー
マ
ル
な
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
集
団
は
、

そ
の
性
格
を
か
な
り
異
に
し
て
い
る
。
世
襲
と
輪
番
、
本
分
家
と
仲
間
、
と

ぃ
，
つ
よ
ポ
つ
に
4

辻
本
さ
ま
1

納
戸
神
の
本
分
家
、
あ
と
さ
ま
仲
間
犯
は
集
団
組
織
の
相
互
関
係
は
見
ら
れ
な
い
。
強
い
て
い
え
ば
辻
家
に
「
お
札
」
を

キ
リ
シ
タ
ン
村
落
根
獅
子
の
宗
教
と
社
会
構
造

一
二
九



キ
リ
シ
タ
ン
柑
落
根
獅
子
の
宗
教
と
社
会
構
造

ごニ
O

か
り
に
い
く
ケ

l
ス
だ
け
で
、

乙
れ
も
辻
本
さ
ま
の
神
体
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

乙
れ
ら
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
集
団
が
元

来
全
く
別
々
に
成
立
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
歴
史
を
播
く
と
、

国】問師”。句”。品””

乙
の
地
方
に
「
慈
恵
組
合
」
と
い
う
形
の
包
括
的
な
組
織
が
あ
っ
た
乙
と
を
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
五
六
二
年
、

イ
エ
ズ
ス
会
士
少
ョ
ア
ン
・
フ
ェ
ル

ナ
ン
デ
ス
の
通
信
は
、

「
慈
悲

仲
間
」
と
は
、
名
前
の
点
で
は
似
て
い
る
。
た
だ
前
者
は
、
後
者
の
よ
う
な
小
集
団
で
な
く
、
包
括
的
な
信
徒
組
織
で
、

そ
の
役
割
、
機

能
も
、
信
徒
の
信
仰
生
活
全
般
に
関
し
て
い
る
。

即
ち
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
各
村
（
春
日
、
獅
子
飯
良
等
の
）
に
甚
だ
好
き
会
堂
あ
り
。
イ
ル

マ
ン
ル
イ
ス
・
ダ
ル
メ
イ
ダ
は
：
：
：
此
会
堂
に
支
那
よ
り
来
り
し
聖
像
を
お
き
た
り
、
此
所
に
脇
島
卦
A
F
及
ぴ
勧
乱
世
に
特
に
会
堂
の
世
話
を
な
し
、

※
8
 

掃
除
し
、
ィ
ル
マ
ン
其
他
此
所
に
来
る
者
を
接
待
す
る
人
々
あ
り
：
：
：
」
（
一
五
六
二
、
横
瀬
浦
発
）
、
「
：
：
：
同
日
午
後
慈
恵
組
合
の
幹
事
を
選
挙
せ
り
。
其

又
罪
に
陥
り
た
る
者
あ
る
と
き
は
、
之
を
救
は

之
を

職
務
は
貧
者
及
ぴ
病
人
を
見
舞
ひ
、
諸
人
よ
り
得
た
る
施
与
を
最
も
窮
乏
し
た
る
者
に
分
つ
こ
と
に
し
て
、

ん
と
つ
と
め
、
又
は
バ
I
ド
レ
に
報
告
し
、
悪
し
き
状
態
よ
り
救
は
し
め
、
文
将
に
死
な
ん
と
す
る
者
の
側
に
侍
し
、

※
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す
：
：
：
」
〈
一
五
六
五
、
平
戸
発
）

乙
れ
に
相
当
す
る
単
一
の
組
織
は
現
在
し
な
い
。
し
か
し
、

之
を
会
堂
に
報
告
し
、
死
者
を
埋
葬

「
会
堂
」
が
辻
本
さ
ま
で
あ
り
、
慈
悲
仲
間
は
解
体
し
た
慈
恵
組
合
の
機

能
の
一
部
分
を
担
当
し
て
残
害
し
た
集
団
と
考
え
る
べ
き
い
く
つ
か
の
根
拠
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
辻
本
と
い
う
納
戸
神
の
名
称
は

何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
い
く
つ
か
の
納
戸
神
が
あ
る
中
で
、
何
故
に
辻
家
の
そ
れ
だ
け
が
フ
ォ
ー
マ
ル
な
、

ム
ラ
の
神
で
あ

る
の
か
。
ム
ラ
の
あ
る
人
々
は
、
辻
の
家
に
あ
る
か
ら
辻
本
で
は
な
い
か
と
思
う
、

と
い
う
。
し
か
し
辻
の
姓
は
明
治
以
後
の
も
の
で
あ

り
、
も
し
辻
本
の
呼
称
が
そ
れ
以
前
か
ら
の
も
の
で
あ
れ
ば
、

説
明
は
妥
当
と
い
え
な
い
（
こ
の
こ
と
を
確
め
る
方
法
は
な
い
。
）
し
か
し
、

乙
こ
に
辻
本
が
「
会
堂
」
と
関
連
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
推
定
せ
し
め
る
、
二
、
三
の
事
実
を
あ
げ
る
と
と
は
出
来
る
。



ひ
と
つ
は
、
仏
教
の
方
で
も
、
在
家
・
坊
主
分
・
看
坊
の
い
ず
れ
で
も
な
く
、

こ
れ
ら
に
対
す
る
範
曙
と
し
て
の
「
辻
本
」
な
る
語
が

見
出
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
森
岡
清
美
氏
に
よ
れ
ば
「
辻
本
と
は
厨
子
本
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
道
場
開
基
仏
に
相
当
す
る
名
号
や
絵
像

を
納
め
た
厨
子
を
安
置
す
る
家
の
乙
と
で
あ
る
。
乙
の
厨
子
は
一
般
在
家
に
見
ら
れ
る
厨
子
と
は
異
な
っ
た
本
格
的
な
造
営
物
で
あ
っ
た

、、
か
ら
、

一
般
在
家
に
も
厨
子
が
安
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
※
叩

そ
れ
ら
と
区
別
さ
れ
る
た
め
に
辻
本
厨
子
と
よ
ば
れ
た
の
で
あ
る
よ
さ
ら

に
辻
本
の
特
徴
は
①
寺
か
ら
遠
く
離
れ
た
山
間
部
に
の
み
あ
る
②
世
襲
制
で
由
緒
の
あ
る
家
＠
絵
像
や
経
本
が
備
え
て
あ
り
、
死
者
が
あ

る
と
き
は
寺
よ
り
も
先
に
杭
経
を
あ
げ
る
④
法
名
は
も
た
ず
、
平
素
は
農
業
だ
か
、
檀
那
寺
に
関
す
る
ム
ラ
の
世
話
一
切
の
責
任
を
も
っ
て

E
－
 

い
る
。
（
但
し
根
獅
子
の
辻
本
は
檀
那
寺
と
の
関
係
は
一
切
な
い
。
）
特
に
先
の
引
用
点
線
部
分
は
、
フ
ォ
ー
マ
ル
と
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
の
関
係
を

説
明
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
後
に
自
庵
地
佑
す
る
辻
本
と
い
う
よ
う
な
語
は
、
乙
の
地
方
の
他
の
場
所
に
も
見
出
せ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ

乙
で
、
生
月
キ
リ
シ
タ
ン
の
組
織
で
は
、
「
納
戸
神
」
の
御
番
役
が
、
別
名
「
つ
も
と
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
乙
と
を
あ
げ
る
。
「
つ
も
と
」
の
意

味
は
主
月
の
人
々
に
も
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
乙
れ
が
、
根
獅
子
の
辻
本
と
同
じ
宗
教
組
織
上
の
位
置
に
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

「
つ
も
と
」
は
「
つ
じ
も
と
」
の
短
略
さ
れ
た
語
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
第
三
に
、
実
際
に
、
納
戸
神
の
納
め
ら
れ
て
い
る

の
は
、
「
厨
子
」
様
の
も
の
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
根
獅
子
の
そ
れ
は
公
聞
を
許
さ
れ
な
い
が
、
製
作
者
た
る
大
工

A
氏
の
、
形
の
説
明
は
、
厨

※ロ

子
様
の
も
の
で
あ
る
。
田
北
氏
の
生
月
納
一
戸
神
の
撮
影
も
こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
。
第
四
に
、
歴
史
的
記
録
に
も
ど
る
と
、
イ
エ
ズ
ス
会

士
通
信
は
、

平
一
戸
・
生
月
地
方
の
キ
リ
ス
ト
教
受
容
の
際
に
、

寺
堂
・
仏
僧
が
キ
リ
ス
ト
教
の
会
堂
と
そ
の
世
話
人
に
横
す
べ
り
し
た
有

「
：
：
：
ド
ン
・
ア
ン
ト
ニ
オ
は
、
バ
ー
ド
レ
の
勧
め
に
従
い
：
：
：
村
々
に
行
き
て
説
教
を
な
し
、
帰
依
を
勧
め
、
寺
院
よ
り
偶
像
を

様
を
伝
え
て
い
る
。

、、※見

取
り
出
し
て
会
堂
と
な
し
：
：
：
大
小
の
偶
像
を
焼
き
、
之
に
仕
え
た
る
者
も
皆
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
な
り
た
り
：
：
：
」
（
一
五
五
九
、
豊
後
発
パ
ル
テ
サ
ル
・
ガ

ゴ
）
「
：
：
：
翌
日
余
は
数
ケ
所
の
小
堂
を
巡
視
せ
り
、
仲
は
元
寺
除
に
し
ゃ
：
：
：
此
の
堂
に
は
統
に
キ
リ
ス
い
教
徒
と
為
り
わ
る
坊
主
居
岳
い
、
従
骨
h
」
同
ひ

キ
リ
シ
タ
ン
村
落
根
獅
子
の
宗
教
と
社
会
構
造
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、
※
M

収
入
を
有
す
：
：
：
」
（
一
五
六
て
鐙
後
発
ル
イ
ス
・
ダ
ル
メ
イ
ダ
）
後
の
引
用
は
、
飯
良
周
辺
の
記
事
で
あ
る
。
即
ち
、

「
仏
教
的
偶
像
」
の
み

を
破
壊
し
、
人
や
建
物
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
「
キ
リ
ス
ト
教
的
聖
像
」
を
容
れ
た
と
い
う
事
情
が
伺
わ
れ
る
。

納
一
戸
神
辻
本
さ
ま
が
仏
教
の
辻
本
H
厨
子
本
と
重
な
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
証
拠
は
、
以
上
で
は
ま
だ
不
充
分
で
あ
ろ
う
が
、
今
後

へ
の
仮
説
と
し
て
こ
こ
に
示
し
て
お
き
た
い
。

が
、
仮
に
乙
の
こ
と
が
事
実
で
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
単
に
歴
史
的
経
過
と
、
辻
本
の
名
称
と
し
て
今
日
の
納
戸
神
信
仰
に
関
わ
っ

て
く
る
の
み
で
あ
り
、
仏
教
的
な
観
念
や
習
俗
が
納
戸
神
信
仰
を
基
礎
づ
け
方
向
づ
け
た
と
い
う
形
で
の
問
題
で
は
な
い
。
む
し
ろ
辻
本

さ
ま
に
は
、
神
道
的
な
も
の
と
の
結
び
つ
き
、
共
通
要
素
の
方
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
、
納
一
戸
神

信
仰
と
し
て
の
辻
本
弾
圧
・
禁
教
時
代
に
、

キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
自
ら
す
す
ん
で
神
道
的
組
織
・
行
事
・
観
念
を
か
く
れ
み
の
と
し
た
の

「
当
地
は
邪
宗
疑
は
し
き
儀
無

之
様
に
常
々
急
度
申
付
候
事
に
候
へ
ば
弥
以
て
邪
宗
に
不
紛
様
に
神
道
の
執
行
正
し
く
致
す
ベ
レ
」
と
の
直
後
に
「
夫
に
就
き
内
心
邪
宗

、
※
£

に
て
外
計
り
神
学
を
習
ふ
振
り
有
る
も
可
有
之
侯
条
其
所
を
第
一
相
考
可
申
付
事
」
と
あ
る
の
は
、
当
時
す
で
に
そ
の
事
実
が
あ
り
、
行

で
は
な
い
か
と
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
資
料
も
あ
る
。
即
ち
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
『
松
浦
氏
条
目
』
に

政
側
も
察
知
し
て
い
た
乙
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
少
く
と
も
十
七
世
紀
中
葉
に
は
、
藩
の
宗
教
政
策
が
神
道
を
中
心
に
整
備
推
進
さ
れ
た

と
と
を
示
す
若
干
の
資
料
も
見
出
さ
れ
る
が
、
乙
乙
で
は
つ
ま
び
ら
か
に
し
な
い
。
今
日
で
も
平
戸
の
旧
城
下
で
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
乙

と
を
「
あ
の
人
は
神
道
だ
」
と
説
明
す
る
。

・3
て
こ
の
群
に
最
後
に
、
ド
ミ
ナ
ン
ト
・
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
「
辻
本
さ
ま
」
を
指
摘
し
て
お
乙
う
。
キ
リ
シ
タ
ン
的
で
あ
る
と
同
時

に
神
道
的
で
あ
り
神
の
名
と
そ
の
信
徒
組
織
で
あ
る
と
同
時
に
「
辻
」
の
本
家
も
し
く
は
「
厨
子
本
」
で
あ
る
と
乙
ろ
の
そ
れ
は
、
ま
さ

に
「
納
一
戸
神
」
信
仰
に
お
け
る
ド
ミ
ナ
ン
ト
・
シ
ン
ボ
ル
に
ほ
か
な
ら
な
い
。



※
1

病
気
・
死
亡
に
よ
る
欠
員
は
後
の
役
が
そ
の
分
を
補
う
。
ふ
つ
う
二
十
数
年
つ
と
め
る
。

※
2

主
宰
者
は
職
業
的
神
宮
で
あ
る
。

※
3

家
紋
い
の
前
後
の
期
間
、
役
人
に
課
せ
ら
れ
る
タ
ブ
ー
は
、
子
を
抱
か
ぬ
こ
と
、
妻
に
触
れ
ぬ
こ
と
、
葱
・
肉
（
魚
は
よ
い
）
を
食
せ
ぬ
こ
と
、

担
み
ず

肥
料
、
牛
の
飼
料
に
さ
わ
ら
ぬ
こ
と
、
で
あ
る
。
儀
式
に
必
要
な
聖
水
と
り
に
い
く
前
と
、
各
一
戸
を
被
い
に
出
る
前
に
休
浴
し
て
身
を
浄
め
る
。
聖

水
と
り
は
、
人
に
出
会
え
ば
必
ず
帰
宅
し
、
再
度
身
を
浄
め
て
出
直
す
。
聖
水
と
り
は
、
新
年
の
若
水
と
り
の
行
事
に
も
似
て
い
る
。

※
4

実
際
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
お
経
文
l
オ
ラ
シ
ヨ
の
語
は
使
わ
れ
な
い
ー
を
唱
え
る
の
だ
が
、
こ
れ
が
被
う
力
を
も
っ
と
す
る
。

※
5

回
北
耕
也
『
昭
和
時
代
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
』
二
五
五
頁
以
下
。

※
6

柴
田
実
「
生
月
の
旧
キ
リ
シ
タ
ン
」
（
『
平
戸
学
術
調
査
報
告
』
）

※
7

町
北
前
掲
書
二
七
O
頁
以
下
。

※
8

『
耶
蘇
会
年
報
』
五
ニ
頁
。

※
9

右

同

二

O
O頁。

※
叩
森
岡
清
美
「
あ
る
辻
本
の
記
録
」
（
『
真
宗
史
の
研
究
』
七
六
七
頁
）
傍
点
筆
者

※
U

右
同
七
六
三
頁
。

※
ロ
回
北
前
提
書
図
組
問
、
日
。

※
日
『
耶
蘇
今
年
報
』
十
頁
。

※
M

右
同
、
十
三
頁
。

※
日
山
口
麻
太
郎
編
『
平
一
戸
藩
法
令
規
式
集
成
』
中
巻
所
収
二
二
九
頁
。

B
群
↓
③
三
輪
神
社
氏
子
中
③
八
幡
神
社
氏
子
中

④
明
性
寺
壇
家
集
団

④
照
観
寺
檀
家
集
団
③
講
仲
間

＠
お
大
師
講

⑮ 
同

年
組

⑪
ご
詠
歌
の
講

⑫
二
十
三
夜
講
⑬
稲
荷
講

B
郡
は
さ
ら
に
、
集
団
の
範
囲
が
、

－
ム
ラ
を
一
単
位
と
し
て
ム
ラ
を
越
え
る
も
の
（
③
）

I
ム
ラ
の
下
位
部
分
を
単
位
と
し
て
ム
ラ

を
越
え
る
も
の
（
④
、
④
〉
、

E
ム
ラ
と
一
致
す
る
も
の
（
＠
、
＠
、
⑩
、
＠
、
⑫
）
、

E
集
団
の
範
囲
が
ム
ラ
の
下
位
部
分
で
あ
る
も
の

キ
リ
シ
タ
ン
村
落
根
獅
子
の
宗
教
と
社
会
構
造
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※
1
 

〈
＠
、
＠
）
に
分
類
し
て
考
え
て
い
く
。
＠
、
⑮
は
現
在
は
町
で
あ
る
が
か
つ
て
は
E
に
属
し
た
。

ご
ニ
閉

キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
の
集
団
で
な
い
乙
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

八
幡
神
社
〈
＠
）
は
氏
神
神
社
で
あ
る
が
、
根
獅
子
は
そ
の
本
社
三
輪
神
社
の
氏
子
で
も
あ
り
一
種
の
二
重
氏
子
組
織
と
な
っ
て
い
る
。

盟
関

2

キ
リ
シ
タ
ン
対
策
に
あ
る
。

二
重
氏
子
の
由
来
は
、

即
ち
文
禄
元
年

（
一
五
九
二
）
現
在
の
三
祭
神
を
三
輪
神
社
（
当
時
若
宮
と
改
号
）
に
勧
請
、
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
獅
子
に
分
霊
勧
請
、
神
宮
は
切
支

丹
類
族
改
役
を
兼
帯
、
周
囲
年
根
子
飯
良
に
分
霊
、
根
獅
子
は
双
方
の
氏
子
と
な
り
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
全
て
い
わ
ゆ
る
領
主
勧
請
で

あ
る
。
と
乙
ろ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
十
六
、
七
世
紀
初
ま
で
の
民
間
神
祇
信
仰
が
、
仏
教
と
は
異
な
り
、
理
論
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
体
系
を
欠

M
m
s
 

き
、
．
組
朴
な
、
古
代
的
信
仰
形
態
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
の
、
岡
田
章
雄
民
の
指
摘
に
注
目
す
る
。
神
々
に
は
「
一
切
の
幸
福
や
健
康
、
長

※
4
 

寿
、
富
貴
、
子
女
、
仇
敵
に
対
す
る
勝
利
を
析
る
」
（
フ
ロ
イ
ス
）
が
、
「
質
朴
で
無
知
な
階
層
の
人
々
」
は
、
月
や
太
陽
、
星
、
山
、
川

世
間

5

木
、
石
、
地
の
神
、
牛
、
鹿
、
兎
が
身
近
な
崇
拝
の
対
象
で
あ
っ
た
。
自
然
宗
教
、
動
物
崇
拝
の
形
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
の
人
々

山閉

au

に
と
っ
て
は
、
大
己
責
命
（
三
輪
主
祭
神
）
や
十
城
別
王
（
八
幡
祭
神
）
、
そ
し
て
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
も
、
ひ
と
し
く
〈
領
主
勧
請

V
に
よ

る
H
H

見
知
ら
ぬ
神
々
H
H

で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
を
、
人
々
は
全
て
受
容
し
来
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
仕
方
が
わ
れ
わ
れ
の

問
題
で
あ
る
に
し
で
も
。

現
在
で
は
本
社
の
例
大
祭
に
は
神
社
惣
代
、
社
役
以
外
は
参
加
し
な
い
。
分
担
金
納
入
、
賦
役
に
は
部
落
中
が
協
力
し
、
遅
滞
や
渋
滞

は
皆
無
と
の
乙
と
で
あ
る
。

八
幡
の
行
事
は
例
祭
〈
四
月
）
、
大
祭
（
十
月
）
そ
の
他
（
予
算
書
に
記
す
〉
で
あ
る
。
他
に
神
社
へ
の
個
人
祈
願
も
少
く
な
い
。
役

員
は
神
社
惣
代
一
名
（
選
挙
）
、
社
役
二
名
〈
選
挙
）
、
顧
問
（
神
社
惣
代
先
役
者
と
市
会
議
員
）
二
名
の
構
成
。
十
年
程
前
ま
で
は
、

ム
－
フ



惣
代
が
神
社
惣
代
を
兼
ね
て
い
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
、

こ
れ
ら
は
ム
ラ
の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
組
織
で
あ
り
役
人
で
あ
る
。
〈
表
〉
の
氏
神

で
あ
り
、
八
表
役

V
で
あ
る
。

④
は
隣
村
獅
子
在
曹
洞
宗
、
後
者
は
最
近
、
村
内
の
ヤ
ン
ボ
ウ
シ

（
修
験
僧
）
が
興
し
た
寺
で
あ
る
。
元
来
は
④
の
み
で
、
従
っ
て

B

ー
ー
に
属
し
て
い
た
。
意
識
の
次
元
で
は
ζ

れ
は
変
ら
ず
、
＠
は
依
然
ム
ラ
の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
組
織
と
同
一
視
さ
れ
、

そ
の
役
（
寺
惣
代

一
名
、
ム
ラ
惣
代
の
先
役
者
が
あ
た
る
）
は
〈
表

V
役
と
さ
れ
る
。

照
観
寺
懸
り
は
四
戸
に
す
ぎ
ず
、
異
端
視
さ
れ
て
い
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

－
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

村
人
の
明
性
寺
へ
の
か
か
わ
り
方
は
、
極
度
に
集
団
的
で
あ
る
。
正
月
、
盆
、
春
秋
両
彼
岸
の
四
度
、
同
日
同
時
刻
ご
ろ
に
、
全
檀
家

挙
げ
て
寺
詣
で
に
出
向
く
。
死
者
の
供
養
は
七
な
の
か
毎
で
、
そ
の
都
度
寺
へ
詣
で
る
。
葬
儀
の
あ
る
日
、
そ
の
地
区
（
部
落
）
約
印
戸

は
、
全
戸
仕
事
に
就
い
て
は
な
ら
ぬ
。

七
な
の
か
聞
は
、
神
の
行
事
に
は
タ
ッ
チ
せ
ず
、
氏
神
の
烏
居
を
く
ぐ
っ
て
は
な
ら
ず
、
家
の
神
棚
の
お
み
き
、
お
花
を
さ

と
こ
ろ
で
、

わ
ら
ぬ
、

乙
と
、
ま
た
親
の
命
日
に
は
祝
事
は
し
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
精
進
日
は
「
悪
い
日
」
と
さ
れ
る
。
乙
れ
ら
も
、
死
識
を

け
が
れ
と
し
て
忌
む
神
道
的
な
考
え
方
で
あ
る
。

し
か
も
そ
れ
は
、
「
先
祖
」
の
仏
の
供
養
を
第
一
に
す
る
と
い
う
考
え
と
同
居
し
て
い

る
。
七
な
の
か
、
命
日
、
日
常
の
お
供
え
の
時
に
は
ア
ベ
・
マ
リ
ヤ
を
あ
げ
る
。

講
仲
間
。
日
J
M
戸
か
ら
な
る
。
日
の
地
区
割
集
団
。
戦
前
は
ロ
の
集
団
で
、
地
区
割
で
な
く
、
親
戚
・
近
隣
・
親
し
い
家
か
ら
構
成

’u
a
m沢
ν＆山
V

出
w
m
w

，

さ
れ
て
い
た
。
「
神
信
講
」
の
名
が
あ
っ
た
。
戦
時
中
、
行
政
単
位
と
し
て
の
「
ク
ミ
」
と
範
囲
を
同
じ
く
し
整
理
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

※
8

ヤ
F

行
事
は
別
注
に
記
す
。
ク
ミ
に
は
組
長
が
お
り
、
任
期
一
年
、
輪
番
で
あ
る
が
、
か
れ
は
「
講
」
の
責
任
者
で
は
な
い
。
宿
が
別
に
あ
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
村
落
根
獅
子
の
宗
教
と
社
会
構
造

一
三
五



キ
リ
シ
タ
ン
村
落
根
獅
子
の
宗
教
と
社
会
構
造

｝
一
ニ
六

か
つ
て
は
認
の
神
信
講
が
そ
れ
ぞ
れ
に
行
事
を
し
た
。
宿
は
概
ね
ク
ジ
に
よ
り
、

一
行
事
ご
と
に
変
っ
た
。
組
織
を
改
編
し
て
後
は
、

日
一
の
講
仲
間
H
H
ク
ミ
が
、

一
行
事
ご
と
に
、

ム
ラ
を
代
表
し
て
お
講
を
持
つ
。
し
か
も
輪
番
制
と
な
っ
た
。
宿
に
な
る
家
の
側
か
ら
す
る

と
、
年
約
一
回
の
宿
が
、
路
年
に
一
回
の
割
に
減
っ
た
。
行
事
の
前
日
講
仲
間
の
各
一
円
は
品
物
を
持
寄
り
、
当
日
朝
、
一
戸
主
た
ち
が
祭
の

※
9
 

舗
設
を
す
る
。
祭
場
は
氏
神
境
内
、
川
岸
、
井
堀
、
調
、
宿
の
座
敷
等
で
あ
る
。

祭
や
祭
場
の
種
類
に
は
、
諸
行
事
の
歴
史
的
累
積
性
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
先
後
関
係
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

※

m
 

『
郡
方
仕
置
帳
』

（
覧
政

七
年
）
に
は
伊
勢
参
宮
送
迎
、
川
祭
講
祭
、
氏
神
祭
等
の
諸
講
を
「
大
勢
寄
合
酒
盛
等
致
候
儀
」
無
用
と
規
制
し
て
お
り
、
徳
川
中
期
に
は

平
一
戸
各
地
に
こ
の
講
仲
間
が
流
行
し
、

し
か
も
行
政
的
五
人
組
と
は
一
応
別
の
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
は
、
神
宮
を
よ
ぷ
。

直
会
の
席
次
は
年
令
順
で
、
宿
の
主
人
、
最
年
長
戸
主
と
と
も
に
惣
代
が
上
座
に
座
る
。
現
在
は
、
ク
ミ
と
集
団
範
囲
が
同
一
で
あ
る
乙
と

が
理
由
で
、
行
事
は
フ
ォ
ー
マ
ル
な
儀
式
と
見
ら
れ
る
面
も
あ
る
が
、
か
つ
て
の
集
団
構
成
、
行
事
の
も
ち
方
、
ま
た
次
に
の
べ
る
費
用
の

負
担
か
ら
し
て
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
活
動
で
あ
り
仲
間
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
先
述
し
て
き
た
辻
本
、
寺
惣
代
、
宮
惣
代
等
の
役
人

謝
礼
と
行
事
費
用
は
全
て
町
経
費
と
し
て
支
出
さ
れ
る
が
、
講
の
そ
れ
は
講
仲
間
の
負
担
に
よ
る
。
次
表
は
、
根
獅
子
の
町
・
神
社
一
般

会
計
決
算
書
で
、
宗
教
関
係
の
支
出
は
、

神
社
九
二
、
九
O
二
円
、
仏
祭
費
一
五
、

0
0
0円
、
信
仰
費
（
辻
本
さ
ま
と
水
の
役
）

一
一、

0
0
0円
計
約
十
二
万
円
と
な
る
。
総
経
費
の
約
お
%
で
、

か
に
神
社
、
仏
教
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
三
つ
に
分
節
佑
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
乙
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

一
世
帯
当
り
の
負
担
は
平
均
五

O
O円
以
上
に
あ
た
る
。
宗
教
は
、
明
き
ら

血
縁
・
族
接
的
な
結
合
か
ら
地
縁
的
結
合
に
移
行
し
た
講
仲
間
と
異
な
り
、
前
者
の
結
合
契
機
を
比
較
的
強
く
持
つ
の
が
二
十
三
夜
講

で
あ
り
、
性
別
に
よ
る
と
詠
歌
の
講
、
自
然
的
年
令
階
層
集
団
た
る
同
年
組
と
共
に
ム
ラ
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
儀
礼
集
団
を
構
成
し
て

い
る
。
即
ち
、
血
縁
、
年
令
、
女
性
の
よ
う
な
標
識
が
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
集
団
形
成
と
関
連
し
、
地
縁
は
フ
ォ

l
マ
リ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
と
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ヤ

F

結
び
つ
い
て
い
る
。
又
、
宿
や
世
話
人
は
輪
番
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。

二
ニ
八

二
十
三
夜
講
は
月
待
ち
の
講
で
、
旧
暦
一
月
、
九
月
の
二
十
三
日
に
持
つ
。
観
音
様
の
「
お
か
げ
絵
」
を
拝
む
。
月
待
ち
は
平
戸
島
全

体
に
見
ら
れ
る
行
事
で
あ
る
。

※ー

と
詠
歌
の
講
は
、
唯
一
の
女
性
だ
け
の
、
そ
れ
も
隠
居
し
た
母
親
の
講
で
あ
る
。
他
の
地
方
で
は
、
若
い
嫁
の
た
め
の
講
（
青
島
様
、
子

安
様
等
）
の
あ
．
る
所
も
見
ら
れ
る
が
根
獅
子
に
は
な
い
。

毎
月
二
十
日
観
音
堂
で
と
詠
歌
の
練
習
と
お
さ
さ
げ
を
す
る
が
、

同
時
に
社
交

と
娯
楽
の
場
と
も
な
る
。
先
に
、

フ
ォ
ー
マ
ル
な
組
織
で
の
「
先
役
」
制
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、

乙
の
講
仲
間
は
家
族
生
活
に
お
け
る
先

役
制
の
部
分
的
表
現
で
あ
ろ
う
。
即
ち
早
い
隠
居
と
、
隠
居
後
の
親
夫
婦
・
子
夫
婦
の
力
関
係
を
示
唆
す
る
。
隠
居
後
、
労
働
や
社
会
的

参
加
の
主
体
は
子
夫
婦
に
移
る
が
、
経
済
的
実
権
は
晩
年
ま
で
親
の
も
と
に
残
さ
れ
る
と
い
う
。
嫁
・
姑
の
関
係
は
隠
れ
た
問
題
を
は
ら

ん
で
い
る
ら
し
い
。

同
年
組
。
名
づ
け
、
年
令
の
厄
入
り
、
厄
晴
れ
、
病
気
、
怪
我
、
か
つ
て
は
出
征
等
、
個
々
の
ラ
イ
フ
ク
ラ
イ
シ
ス
に
際
し
て
乙
の
集

団
が
機
能
す
る
。
単
独
に
で
な
く
、
家
族
、
親
戚
に
加
え
て
も
う
・
一
つ
の
所
属
集
団
と
し
て
、
神
に
向
う
の
で
あ
る
。
「
辻
本
さ
ま
」
「
う

し
わ
き
き
ま
」
「
八
幡
怠
ま
」
の
三
つ
の
神
に
祈
願
す
る
乙
と
が
普
通
で
あ
る
。

乙
の
組
の
年
令
ご
と
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ケ

1
シ
ョ

ン
が
、
年
頭
の
名
づ
け
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
と
と
は
先
述
し
た
。
名
づ
け
が
個
人
の
出
生
と
同
時
に
個
別
に
で
な
く
、
集
合
的
に
な
さ
れ

る
乙
と
は
単
な
る
偶
然
で
は
な
い
。
少
く
と
も
社
会
的
機
能
か
ら
み
れ
ば
偶
然
と
は
い
え
な
い
。
さ
ま
ま
ま
な
宗
教
的
・
非
宗
教
的
生
活

場
面
で
、

自
然
的
年
令
階
層
の
基
準
が
採
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

各
人
の
年
令
階
層
所
属
は
自
明
で
あ
る
と
と
が
要
求
さ
れ
る
。

社
会

的
年
令
も
自
然
的
年
令
を
前
提
と
し
て
い
る
。
役
人
た
ち
（
選
良
）
は
、

一
定
の
年
令
階
層
の
上
下
を
お
か
し
て
選
ば
れ
な
い
ζ
と
が
原



別
で
あ
る
。
し
か
し
さ
ら
に
言
え
ば
、

乙
の
乙
と
は
一
つ
の
同
年
組
の
中
に
選
ば
れ
た
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
を
生
む
だ
け
で
な
く
、

い
っ
た
ん
そ
の
よ
う
に
ふ
る
い
分
け
ら
れ
る
と
、

そ
の
関
係
は
生
涯
変
ら
な
い
も
の
と
し
て
続
く
乙
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
宗

教
の
役
だ
け
で
な
く
、
同
様
に
部
落
の
役
職
に
も
あ
て
は
ま
る
。
小
役
↓
筆
取
↓
副
長
↓
部
落
長
↓
惣
代
↓
先
役
へ
と
上
昇
す
る
ル

l
ト

の
う
ち
、
小
役
の
段
階
で
選
ば
れ
な
か
っ
た
も
の
が
の
ち
に
部
落
長
や
惣
代
に
な
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
え
な
い
。
周
年
組
自
体
は
イ
ン
フ

ォ
l
マ
ル
な
儀
礼
集
団
で
あ
る
が
、

そ
の
存
在
自
体
は
フ
ォ
ー
マ
ル
な
諸
場
面
に
機
能
的
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

〔

B
l
E〕
は
宗
教
的
講
が
ム
ラ
の
部
分
的
下
位
集
団
の
場
合
で
あ
る
が
、
本
来
部
分
的
な
そ
の
集
団
が
、

ム
ラ
の
全
体
的
範
囲
に
関

連
し
て
い
こ
う
と
す
る
傾
向
の
あ
る
こ
と
を
こ
こ
で
は
示
す
。

お
大
師
講
が
根
獅
子
に
は
こ
つ
あ
る
。

H
H

昔
か
ら
の
仲
間
H
H

（
A
講
と
す
る
。
遡
及
年
代
は
不
詳
）
、

庁
新
し
い
仲
間
H
H

が
あ
る
（
B
講
と
す

る）。

B 
講
は
第

次
大
戦
出
征
兵
士
留
守
家
族
の
講
と

つ
7)~ 

A
、

B
に
重
複
は
見
ら
れ
な
い
。

事
実
と
し
て
は
一
部
の
留
守
家
族

の
講
で
あ
ろ
う
。

A
の
宿
は
世
襲
、

B
は
輪
番
で
あ
る
。

両
講
の
、
集
団
と
し
て
の
特
色
は
、
「
世
話
人
」
と
よ
ば
れ
る
レ
ギ
ュ
ラ
ー
メ

ン
パ

l
層
が
核
と
な
り
、
外
側
に
「
お
接
待
人
」
と
称
す
る
シ
ン
パ
層
が
あ
り
、
二
つ
が
一
体
と
な
っ
て
講
を
実
現
し
て
い
く
。
乙
の
シ

ン
パ
層
も
、

A
、
B
は
重
複
し
て
い
な
い
。

「
お
帳
」
が
あ
り
、
年
毎
の
世
話
人
名
と
お
接
待
人
の
名
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
変
動
は
殆

ん
ど
な
い
よ
う
で
あ
る
。
昭
和
伍
年
度
の
「
お
帳
」
に
よ
る
と

A
講
は
世
話
人
紅
人
、

お
接
待
人
犯
人
、

B
講
は
そ
れ
ぞ
れ
担
人
、
日
人

が
記
さ
れ
て
い
る
。
合
計
四
戸
が
大
師
講
に
参
与
し
て
い
る
。
世
話
人
は
、

平
一
戸
西
教
寺
を
モ
ト
方
と
す
る
島
内
巡
礼
の
一
行
（
平
一
戸
島

内
各
地
の
信
者
か
ら
成
る
）
を
、
根
獅
子
の
宿
で
世
話
し
、
講
を
も
っ
人
々
で
あ
る
。
お
接
待
人
は
、
乙
の
講
の
た
め
に
ブ
ッ
シ
ョ
ウ
（
ふ
つ

こ
の
よ
う
な
こ
眉
の
あ
り
方
は
、
大
師
伝
説
・
信
仰
が
平
一
戸
に
古
く
か
ら
あ
っ
て
の
影
響
力
と
い
う
こ
と
も
考
え

う
米
）
を
持
参
す
る
。

ら
れ
る
が
、
部
分
的
な
も
の
を
全
体
の
も
の
へ
と
近
づ
け
て
ゆ
く
、

ム－フ、

レ
ベ
ル
で
の
社
会
的
統
合
力
の
強
さ
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

キ
リ
シ
タ
ン
村
落
根
獅
子
の
宗
教
と
社
会
構
造

一
三
九



キ
リ
シ
タ
ン
村
落
根
獅
子
の
宗
教
と
社
会
構
造

四。

な
い
で
あ
ろ
う
。

稲
荷
講
は
漁
会
加
入
者
の
講
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
非
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
の
集
団
と
さ
れ
る

B
群
に
も
、

フ
ォ
ー
マ
ル
と
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
、
固
定
（
世
襲
）

と
輪
番
、
自
然
的
年
令
と
社
会
的
年
令
、
先
役
と
現
役
の
原
理
が
共
在
し
て
い
る
乙
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
乙
こ
に
は
八
裏

V
と
い
う
要

素
は
な
い
。

ま
た
、

こ
こ
で
は
、

仏
教
・
神
道
・
民
間
信
仰
の
い
ず
れ
の
集
団
も
ム
ラ
と
い
う
単
位
へ
の
収
数
が
あ
る
。

納
戸
神
信
仰
の
諸
集
団

も
、
こ
の
こ
と
は
全
く
同
様
で
あ
る
。
講
や
組
、

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
と
フ
ォ
ー
マ
ル
の
関
係
と
し
て
多
様
佑
さ
れ
て
は
い
て
も
ム
ラ
が
一

つ
の
社
会
的

g
z
q
と
し
て
統
合
さ
れ
て
い
る
姿
を
明
き
ら
か
に
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、

B
群
の
う
ち
、

ム
ラ
を
越
え

る
宗
教
的
組
織
（
寺
・
社
）
へ
の
か
か
わ
り
方
へ
の
、

「
集
合
体
」
と
し
て
の
あ
り
方
に
お
い
て
き
わ
だ
っ
て
い
る
。
少
く
と
も
儀
礼
的

場
面
に
関
ず
る
限
り
、

ム
ラ
の
外
部
へ
の
参
加
は
、
個
々
人
が
単
位
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
社
会
的
単
位
と
し
て
の
個
々

の
「
家
」
で
も
な
い
。
単
位
は
ム
ラ
な
い
し
ブ
ラ
ク
で
あ
り
、
少
く
と
も
家
集
団
で
あ
る
。
次
に
、
信
仰
内
容
か
ら
す
る
と
、
仏
教
的
な

も
の
の
中
に
、
神
道
及
び
キ
リ
シ
タ
ン
的
な
も
の
の
混
入
が
み
ら
れ
る
（
ア
ベ
・
マ
リ
ヤ
と
名
づ
け
）
。
し
か
し
キ
リ
シ
タ
ン
的
な
も
の
は
、

そ
れ
と
し
て
、
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。

※※※※※  
5 4 3 2 1 

池
田
義
祐
「
講
集
団
の
社
会
的
性
格
」
（
『
哲
学
研
究
』
四
五
三
所
収
の
分
類
基
準
を
参
考
に
す
る
）

平
一
戸
市
組
差
町
三
輪
神
社
蔵
『
大
三
輪
神
社
伝
写
』
年
代
不
詳
。

岡
田
章
雄
「
キ
リ
シ
タ
ン
と
神
祇
信
仰
」
『
膝
史
地
理
』
八
四
｜
三
。

右
同
四
頁
（
フ
ロ
イ
ス
、
一
五
八
五
）

右
同
七
頁
（
ガ
ス
バ
ル
・
ピ
レ
ラ
、
一
五
五
七
、
平
戸
発
）



※
6

平
一
戸
藩
の
重
臣
館
手
田
氏
は
、
領
内
の
度
島
、
生
月
、
獅
子
、
飯
良
、
春
日
で
自
ら
、
伝
道
を
さ
か
ん
に
し
た
。
ド
ン
・
ア
ン
ト
ニ
オ
安
経
は
「
未

だ
教
徒
た
ら
ざ
る
農
民
及
び
家
臣
並
び
に
自
己
の
家
族
一
同
を
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
な
せ
り
：
：
：
彼
は
バ
l
ド
レ
と
共
に
村
々
に
行
き
て
説
教
を
し
、

帰
依
を
初
め
、
寺
院
よ
り
偶
像
を
取
出
し
て
会
堂
と
な
し
、
文
所
々
に
死
者
の
た
め
墓
地
を
作
り
大
な
る
十
字
架
を
た
で
た
り
：
：
：
」
（
前
出
）
「
ド

ン
・
ア
ン
ト
ニ
オ
と
そ
の
兄
弟
ド
ン
・
ジ
ョ
ア
ン
あ
り
：
：
：
余
は
諸
島
の
教
徒
に
使
い
を
遣
は
し
日
曜
日
に
成
る
べ
く
多
く
来
て
聖
像
を
観
る
ベ
し
、

又
説
教
あ
る
べ
し
と
伝
へ
し
め
た
り
：
：
：
」
（
一
五
六
二
、
ル
イ
ス
・
グ
ル
メ
イ
ダ
）

※
7

昭
和
4
年
当
時
「
根
獅
子
民
約
」
の
中
に
、
次
の
一
条
が
あ
る
。
「
第
六
八
条
、
惣
代
一
一
於
テ
村
役
場
ヨ
リ
納
税
告
知
書
又
ハ
徴
税
令
書
ノ
送
付

ヲ
受
ケ
タ
ル
時
ハ
十
二
議
ニ
分
別
シ
直
チ
ニ
各
神
信
講
世
話
人
ニ
送
付
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
（
傍
点
筆
者
）
こ
れ
か
ら
す
る
と
講
が
行
政
事
務
の
一
部
を

ヤ
ド

担
っ
て
い
た
こ
と
、
行
事
の
宿
以
外
に
常
時
、
責
任
者
と
し
て
の
「
世
話
人
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
し
か
し
名
称
が
示
す
よ
う
に
、
本
来
は

宗
教
的
集
団
で
あ
る
も
の
が
、
そ
の
つ
か
み
や
す
さ
の
故
に
、
行
政
機
能
を
代
替
し
た
と
い
う
見
方
の
万
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

※
8

①
一
月
十
一
日
初
講
（
伊
勢
講
）
、
②
一
月
二
十
日
ま
と
い
り
講
、
③
二
月
初
午
初
午
、
④
三
月
二
十
日
金
比
良
識
、
③
春
彼
岸
中
日
の
翌
日
川

祭
、
⑥
四
月
十
一
日
伊
勢
講
、
⑦
四
月
十
五
日
氏
神
講
、
③
四
月
二
十
日
弁
堀
り
、
⑨
九
月
十
一
伊
勢
講
、
⑬
九
月
十
九
日
三
輪
神
社
講
（
御
本
社

遥
拝
）
、
⑪
川
祭
秋
彼
岸
中
日
の
翌
日
、
⑫
十
一
月
十
日
金
比
良
講

※
9
叩
「

1
J則
吋
－
伊
勢
講
の
時
だ
け
で
あ
る
。
各
家
の
部
屋
の
つ
く
り
は
ほ
ぼ
同
じ
で
左
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
①
居
間
、
仏
壇
の
あ
る
部
屋
、

J
I
l
l
－
l
w一
②
納
戸
、
納
一
戸
神
の
あ
る
家
と
な
い
家
が
あ
る
、
③
座
敷
、
神
棚
、
＠
台
所
の
カ
マ
ド
の
上
に
荒
神
を
把
る
棚
が
あ
る
。
ま
た
、

「
｜
一
同
一
古
い
家
の
殆
ん
ど
に
ふ
つ
う
は
、
一
聞
か
ら
な
る
隠
居
部
屋
の
裂
が
あ
る
。

一
③
一
②
一

山
口
麻
太
郎
編
前
掲
書
所
収
二
八
五
頁
。

長
男
の
結
婚
と
同
時
に
隠
居
す
る
の
が
通
例
。

※※  
11 10 C

群
↓
②
ろ
く
し
A
V

の
組
、
⑤
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
の
組

「
ろ
く
し
ゃ
」
は
念
仏
集
団
で
あ
る
。

う

わ

て

し

た

て

ム
ラ
全
体
が
上
手
、
下
手
の
二
集
聞
に
わ
か
れ
‘
各
組
に
六
人
ず
つ
の
役
人
が
い
る
。

役
人
で
あ
り
、
か
れ
ら
を
ろ
く
し
や
さ
ま
と
い
う
。

キ
リ
シ
タ
ン
村
落
根
獅
子
の
宗
教
と
社
会
構
造

四

ム
ラ
の



＃
リ
シ
タ
ン
村
落
根
獅
子
の
宗
教
と
社
会
構
造

四

「
ろ
く
し
ゃ
」
の
意
味
は
明
き
ら
か
で
な
い
。
念
仏
自
体
は
平
戸
・
生
月
に
広
く
見
ら
れ
ゐ
が
、
六
人
構
成
の
と
乙
ろ
は
な
く
、
単
独

が
多
く
、
又
は
二
、
三
名
で
あ
る
。
ム
ラ
の
役
人
扱
い
さ
れ
る
の
は
根
獅
子
だ
け
で
あ
る
、
共
通
し
て
い
る
の
は
、
鉦
を
打
ち
な
が
ら
念

請
す
る
乙
と
、
葬
儀
の
際
に
役
割
を
も
っ
乙
と
、
し
か
も
檀
那
寺
に
よ
る
葬
い
と
は
別
に
な
さ
れ
、

乙
の
方
が
重
視
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る

ち
は
、
乙
と
、
等
の
点
で
あ
る
。
根
獅
子
で
は
仏
僧
の
葬
い
の
後
、
土
葬
の
現
場
で
念
仏
す
る
が
、
仏
僧
の
前
に
す
る
ム
ラ
も
あ
る
。
ム
ラ
人
た

8
4し
ゃ

「
六
人
の
役
」
が
い
る
か
ら
「
六
者
」
だ
と
説
明
し
て
い
る
。
が
、
録
音
し
た
念
仏
の
H
H

唱
え
事
H
H

の
部
分
に
は
H

Y

－
－
：
ろ
く
さ

い
ぜ
ん
ど
う
：
：
：
d

云
々
の
文
句
が
あ
り
、
或
は
H
H

六
斎
善
導
H
H

で
あ
り
、
ろ
く
し
ゃ
は
「
六
斎
」
の
転
説
お
よ
び
語
源
俗
解
か
と
も
恩

わ
れ
る
。
仏
教
大
学
の
調
査
に
よ
る
「
六
斎
念
仏
」
の
分
布
す
る
諸
地
方
の
行
事
、
組
依
附
根
獅
子
の
場
合
と
酷
似
し
て
お
り
、
乙
の
推

定
を
強
か
ら
し
め
る
。
し
か
し
乙
の
問
題
は
民
間
念
仏
信
仰
の
問
題
と
し
て
さ
ら
に
考
察
す
べ
き
で
あ
り
、

乙
乙
で
は
よ
り
以
上
立
入
ら

p
h

、。
φ

ん
’
uw役
の
構
成
は
、
数
の
点
を
除
け
ば
、
「
水
の
役
」
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

人
選
の
基
準
や
方
法
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
世
襲
の
長
は

い
な
い
。
た
だ
、
乙
の
組
で
は
、
ム
ラ
が
上
・
下
の
二
集
団
に
分
け
ら
れ
る
と
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
上
組
・
下
組
と
い
う
名
称
は

他
に
「
ヤ
ネ
の
組
」
が
あ
っ
た
が
、
乙
の
上
・
下
と
は
重
複
し
て
い
な
い
。
ま
た
念
仏
の
上
・
下
は
、
ム
ラ
内
の
部
落
割
と
も
完
全
に
は

衡
で
あ
る
。

一
致
し
て
い
な
い
。
第
四
部
落
と
第
一
・
第
二
部
落
に
集
中
す
る
傾
向
は
あ
る
が
3
部
落
は
ほ
ぼ
半
分
さ
れ
る
（
表
＠
）
。
数
的
に
も
不
均

ム
ラ
人
は
H
H

念
仏
で
は
よ
か
人
の
方
が
上
手
d

と
い
う
。
乙
の
言
を
採
用
す
れ
ば
、
そ
れ
は
村
内
に
あ
る
種
の
階
層
分
化
の

構
造
と
対
応
し
て
い
る
乙
と
に
な
る
。

H
H

よ
か
人
M
H

の
具
体
的
な
類
別
基
準
は
別
の
機
会
に
検
討
す
る
が
、
と
も
か
く
、

乙
乙
で
は
あ
る

社
会
階
層
が
存
在
し
、

そ
れ
が
宗
教
的
組
織
佑
の
一
因
と
し
て
作
用
し
て
い
る
事
を
確
認
し
て
お
く
と
と
に
す
る
。



部落別の念仏組

上 手
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下手
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m
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表 6

認~～竺仁I
1 部落（松山）｜
2 部落（中審）｜

3 部落（美野）｜

4 部落（崎）｜

か
れ
ら
の
役
職
の
う
ち
、
辻
本
さ
ま
と
関
係
す
る
も
の
が
あ
る
。
六
月
の
虫
祈
爵
で
、

乙
の
日
は

132 

辻
本
さ
ま
へ
挨
拶
に
行
っ
た
後
、

田
頭
で
、
上
・
下
の
役
人
合
同
で
念
仏
を
あ
げ
る
。

他
の
仕
事

は
、
年
中
行
事
と
し
て
、

87 

①
春
秋
両
彼
岸
の
、
入
り
・
中
日
・
上
り
の
三
ケ
日
の
合
同
念
仏
、
ム
ラ
全
体
の
先
祖
の
供
養
。
墓
地
横
の
観
音

堂
で
念
仏
す
る
。
ム
ラ
惣
代
が
こ
れ
に
列
席
す
る
。
中
日
に
、
惣
代
宅
で
ム
ラ
か
ら
の
食
事
を
供
さ
れ
る
。

②
お
盆
、
八
月
八
日
施
餓
鬼
（
迎
え
念
仏
）

同
十
三
、
十
四
、
新
盆
の
宅
を
ま
わ
っ
て
の
念
仏

計

間
十
五
日
、
十
六
日
、
迷
り
念
仏
。

乙
の
他
、
個
々
人
の
葬
い
の
念
仏
を
行
う
。
乙
れ
に
明
き
ら
か
な
よ
う
に
、
ろ
く
し
ゃ
の
役
割
は
、

主
と
し
て
葬
儀
と
祖
先
供
養
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
虫
祈
祷
の
よ
う
に
、
共
同
体
の
た
め
の
祈
願
を

の
行
事
で
は
、
ろ
く
し
ゃ
と
辻
本
と
が
結
合
さ
れ
る
関
係
に
な
る
。

行
な
う
乙
と
が
乙
れ
に
加
わ
る
。
が
中
心
的
な
も
の
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
虫
祈
祷

洗
礼
と
葬
儀
（
誕
生
と
死
）
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
的
な
儀
礼
に
重
要
な
位
置
を
し
め
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
黒
崎
で
も
、
ζ

の
と
と
は
著
し
か
っ
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
の
役
職
組
織
も
ま
た
、

乙
の
必
要
に
対
応
し
て
い
た
。
だ
が
、
根
獅
子
で
は
、
誕
生
色
死
も
、
儀
式

内
容
か
ら
す
る
と
、
キ
リ
シ
タ
ン
的
な
も
の
は
う
す
め
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は
、
先
述
慈
恵
組
合
の
記
述
か
ら
す
る
と
、
葬
送
は
キ
リ
シ

タ
ン
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。
し
か
し
そ
の
後
、
葬
送
で
重
要
な
役
割
を
果
し
て
き
た
の
は
、
は
っ
き
り
し

た
「
納
戸
神
」
信
仰
の
役
人
で
は
な
い
。
た
だ
、
キ
リ
シ
タ
ン
的
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
納
戸
神
」
信
仰
が
、
神
道
的
な
要
素
を
強
く
持
つ

キ
リ
シ
タ
ン
村
落
根
獅
子
の
宗
教
と
社
会
構
造

一
四
三



キ
リ
シ
タ
ン
村
落
根
獅
子
の
宗
教
と
社
会
構
造

一
四
四

以
上
、

そ
の
役
人
が
神
道
的
な
タ
ブ
ー
で
あ
る
死
蔵
へ
の
接
近
は
忌
避
さ
れ
る
こ
と
と
は
矛
盾
し
な
い
。
ま
た
根
獅
子
に
は
「
穴
目
付
」

品
働
舶
の

4

と
い
う
役
人
が
い
て
、
土
葬
の
や
り
方
を
監
視
し
た
と
い
う
。
裏
の
役
た
る
乙
の
乙
と
か
ら
し
で
も
辻
本
さ
ま
は
、
葬
儀
に
公
然
と
か
か

わ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ろ
く
し
ゃ
が
乙
れ
に
あ
た
り
、

こ
の
ろ
く
し
ゃ
は
八
表
役

V
と
さ
れ
る
。
先
に
、
町
経
費
の
宗
教
関
係
の
費

目
を
み
た
が
、

「
仏
祭
費
」
と
は
、
ろ
く
し
ゃ
の
費
用
と
謝
礼
で
あ
る
。
仏
教
の
両
寺
と
は
関
係
な
い
。

ジ
ャ
ン
ガ
ラ
ば
、
踊
り
の
組
で
あ
る
。
八
月
十
五
日
、
早
朝
よ
り
、
多
彩
な
盆
行
事
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
登
場
す
る
部
ぴ
た
風
流
で

※
3
 

も
あ
る
。
い
か
レ
、
村
民
全
員
、
有
志
が
参
加
す
る
盆
踊
り
で
は
な
く
、
選
ば
れ
た
人
聞
に
よ
る
厳
し
ゆ
く
な
儀
式
と
し
て
行
な
わ
れ
る
。

※
4
 

東
北
の
磐
城
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
と
、
名
称
も
形
態
も
酷
似
し
、
お
そ
ら
く
「
踊
り
念
仏
」
の
一
変
形
と
察
せ
ら
れ
る
。
平
一
戸
各
地
に
ジ
ャ
ン
ガ

ラ
の
組
が
あ
る
が
、
生
月
に
は
み
ら
れ
な
い
。
乙
乙
で
は
、

メ
ン
バ
ー
構
成
、

コ
ー
ス
、
を
主
体
に
、
根
獅
子
の
場
合
の
特
徴
だ
け
を
記

す

（
主
な
比
較
の
対
象
は
、
旧
寺
領
野
子
の
そ
れ
で
あ
る
）
。

メ
ン
バ
ー
は

m
t
m人
の
若
衆
。
女
子
や
既
婚
者
は
入
ら
な
い
。
ム
ラ
の
役
、

フ
ォ
ー
マ
ル
な
役
で
あ
る
。
選
抜
の
方
法
は
先
述
諸
役

と
同
じ
で
、
基
準
と
し
て
両
親
の
健
在
・
長
男
で
あ
る
乙
と
が
要
求
さ
れ
る
。
二
年
単
位
の
璃
次
制
で
カ
ネ
、
タ
イ
コ
、
中
踊
等

ω役
を

進
み
、
先
役
制
度
も
あ
る
。
約
十
数
年
が
年
季
と
な
る
。

コ
ー
ス
は
村
内
だ
け
で
な
く
、
両
隣
の
獅
子
、
高
越
、
飯
食
を
含
む
。

乙
れ
ら
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
部
落
で
あ
る
。
「
神
・
仏
」
に
捧
げ

ム
ラ
の
公
的
な
非
宗
教
的
場
所
と
、
村
内
の
宗
教
的
に
象
徴
的
な
あ
ら
ゆ
る
地
点
で
奉

※
5

※
6
 

献
さ
れ
る
。
観
音
堂
、
二
つ
の
地
蔵
堂
、
小
麦
様
、
三
界
万
霊
碑
、
キ
リ
シ
タ
ン
ゆ
か
り
の
ウ
シ
ワ
キ
様
、
村
境
の
金
比
良
神
社
は
宗
教

的
な
地
点
で
あ
り
、
根
獅
子
浜
、
農
協
、
漁
協
、
ム
ラ
惣
代
宅
、
学
校
等
が
世
俗
の
公
的
な
場
所
と
し
て
結
ぼ
れ
る
。
し
か
し
、
辻
本
さ

る
踊
り
と
さ
れ
る
が
、
神
社
、
寺
だ
け
で
な
く
、

ま
で
は
踊
ら
な
い
。



こ
れ
を
、
野
子
の
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
と
比
較
し
て
見
ら
れ
る
特
徴
は
、
神
・
仏
混
請
の
中
に
も
神
道
的
要
素
が
強
く
出
て
い
る
、
と
い
う
点

に
あ
る
。

一
行
の
先
頭
に
「
御
幣
」
を
た
て
る
こ
と
や
、

メ
ン
バ
ー
の
早
朝
休
浴
、

メ
ン
バ
ー
の
死
積
を
き
ら
う
（
家
族
親
戚
に
、
行
事
の

日
以
前
七
な
の
か
内
に
死
者
が
あ
る
と
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
ず
さ
れ
る
）
、
施
餓
鬼
や
初
盆
の
家
を
ま
わ
ら
な
い
、
等
の
点
は
根
獅
子
で
厳
守
さ
れ

る
が
野
子
に
は
見
ら
れ
な
い
ル

l
ル
で
あ
る
。
だ
が
逆
に
、
野
子
で
は
神
宮
が
主
宰
す
る
の
に
、
根
獅
子
で
は
ム
ラ
惣
代
の
主
宰
で
神
官

（
代
々
村
内
居
住
、
照
観
寺
興
起
の
以
前
は
、
春
秋
の
村
祈
祷
を
役
人
と

は
関
係
し
な
い
。

さ
ら
に
、

「
御
幣
」
は
、
仏
僧
で
あ
る
ヤ
ン
ボ
ウ
シ

し
て
行
い
、

且
「
観
音
堂
」
堂
守
と
し
て
の
役
人
で
も
あ
っ
た
。
）
が
切
る
。

こ
れ
ら
の
、

ヨ
リ
神
道
的
で
あ
り
な
が
ら
そ
れ
と
矛
盾
す
る
要
素

を
含
ん
だ
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
は
、
そ
れ
が
ム
ラ
を
単
位
と
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
地
域
を
結
ぶ
儀
礼
と
し
て
の
姿
を
考
え
る
と
、
そ
の
社
会
的
機
能

は
整
合
的
に
理
解
さ
れ
る
。
か
れ
ら
に
と
っ
て
内
な
る
社
会
は
、

ム
ラ
で
あ
り
、
同
時
に
キ
リ
シ
タ
ン
地
域
な
の
で
あ
る
。

「
ろ
く
し
ゃ
」
及
び
「
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
」
は
、
辻
本
に
並
ん
で
、

ド
ミ
ナ
ン
ト
・
シ
ン
ボ
ル
の
性
質
ぞ
も
つ
儀
礼
的
象
徴
で
あ
る
。
三
者

の
役
の
構
成
が
、
長
子
、
夫
婦
（
又
は
両
親
）
の
健
在
、
長
い
年
季
、
社
会
年
令
に
よ
る
蕗
次
制
、
選
ば
れ
た
も
の
、
先
役
制
、

フ
ォ

1
マ

ル
な
役
等
の
共
通
の
枠
組
に
よ
っ
て
な
り
た
っ
て
い
る
乙
と
は
、

乙
の
よ
う
な
き
わ
だ
っ
た
枠
組
が
、

ム
ラ
の
社
会
構
造
を
構
成
す
る
主

要
な
型
の
ひ
と
つ
で
あ
る
乙
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
の
組
と
ろ
く
し
ゃ
の
組
が
、
村
人
に
よ
っ
て
キ
リ
シ
タ
ン
の
集
団
と
考

え
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
の
は
、
宗
教
的
・
歴
史
的
起
源
は
と
も
あ
れ
、
そ
れ
が
辻
本
と
同
じ
よ
う
な
構
造
と
機
能
を
宗
教
的
な
生
活
場
面

に
及
ぼ
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
的
諸
集
団
の
中
で
も
辻
本
と
ろ
く
し
ゃ
は
、
二
者
が
連
合
し
て
、
公
的
に

重
要
な
宗
教
的
儀
礼
的
機
能
を
実
現
し
て
い
る
。

一
方
は
神
道
的
、

一
方
は
仏
教
的
な
役
割
分
担
で
あ
る
。
宮
惣
代
、
寺
惣
代
は
存
在
す

る
が
、
・
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
他
村
に
あ
る
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
の
体
制
的
な
力
と
関
わ
る
外
に
向
か
っ
た
役
役
で
、

ム
ラ
独
自
の
内
在
的
な

キ
リ
シ
タ
ン
村
落
根
獅
子
の
宗
教
と
社
会
構
造

四
五
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宗
教
的
統
一
に
は
関
わ
り
え
な
い
。
極
め
て
最
近
に
至
る
ま
で
、

ム
ラ
惣
代
が
宮
惣
代
と
兼
任
し
、
そ
の
先
役
が
寺
惣
代
で
あ
っ
た
。
そ

き
す

し
て
こ
の
ム
ラ
惣
代
と
は
、
村
人
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
も
の
の
、
平
戸
藩
の
最
小
行
政
単
位
た
る
「
免
」
の
役
人
リ
担
頭
の
延
長
で
あ
る

と
い
う
事
実
は
、

乙
の
こ
と
を
説
明
す
る
で
あ
ろ
う
。

※
1

仏
教
大
学
民
間
念
仏
研
究
会
編
『
民
間
念
仏
信
仰
の
研
究
』
一
二
ニ
頁
以
下
、
と
く
に
奈
良
県
桜
井
市
萱
森
の
そ
れ
に
似
て
い
る
。

※
2

現
亀
淵
家
。
こ
の
他
に
や
は
り
宗
門
改
め
の
役
人
と
し
て
「
押
役
」
も
根
獅
子
に
お
か
れ
た
。
現
在
の
牧
山
家
で
あ
る
。

※
3

盆
踊
り
と
し
て
は
獅
子
、
生
月
に
須
古
踊
り
が
あ
る
。
獅
子
に
は
他
に
フ
リ
ュ
ウ
（
浮
立
）
の
民
俗
芸
能
も
あ
る
が
、
根
獅
子
に
は
そ
の
名
の
も

の
は
な
い
。

※
4

仏
教
大
学
民
間
念
仏
研
究
会
編
前
掲
書
四
O
一頁。

※
5
一
時
、
根
獅
子
の
領
主
だ
っ
た
松
浦
蔵
人
の
母
、
法
印
鎮
信
の
側
室
の
ゆ
か
り
の
地
。

※
6
ウ
シ
ワ
キ
さ
ま
は
学
校
の
横
手
に
あ
る
。
学
校
の
踊
り
を
打
っ
と
き
に
「
か
け
て
」
奉
納
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
林
に
お
お
わ
れ
た
禁
断
の
地
で
、

調
と
三
米
四
方
が
石
柱
で
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
の
地
と
の
伝
説
が
あ
る
。
ま
た
耶
蘇
会
年
報
に
は
、
既
に
一
五
五
0
年
代
に
、

ウ
シ
ワ
キ
の
地
に
美
麗
な
十
字
架
を
た
て
た
、
と
あ
る
。

四
、
結

ぴ

結
論
に
か
え
て
、
最
後
に
、

ジ
ャ
ン
ガ
ラ
の
ド
ミ
ナ
ン
ト
・
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
意
味
と
、
諸
宗
教
集
団
の
図
式
的
整
理
を
行
っ
て
お

き
た
い
。
こ
れ
ら
は
、

は
じ
め
に
お
断
り
し
た
よ
う
に
根
獅
子
の
宗
教
と
社
会
構
造
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
主
要
な
仮
説
へ
の
前
提
を
な

す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
図
式
佑
で
あ
る
。

① 

ジ
ャ
ン
ガ
ラ
は
、
そ
の
組
織
、
活
動
、
様
式
、
意
味
の
諸
点
で
、
根
獅
子
に
お
け
る
最
も
統
合
的
な
ド
ミ
ナ
ン
ト
・
シ
ン
ボ
ル
で
あ



る
。
聖
と
俗
、

フ
ォ
ー
マ
ル
と
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
、
選
良
と
非
選
良
、
老
と
若
、
男
と
女
、
神
と
仏
、
現
在
と
過
去
と
い
う
、
他
の
全
て

の
宗
教
集
団
に
見
出
さ
れ
た
重
要
な
二
分
範
曙
が
殆
ん
ど
こ
れ
に
関
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
的
な
も
の
と
非
キ
リ
シ
タ

ジ
ャ
ン

ン
的
な
も
の
の
区
別
も
、
全
ゆ
る
宗
教
上
の
象
徴
的
地
点
か
ら
、
辻
本
や
納
一
戸
神
が
外
さ
れ
て
い
る
と
い
う
そ
の
事
に
お
い
て
、

外
1J; 
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ガ
ラ
と
関
わ
っ
て
く
る
。
逆
に
い
う
と
、
〈
裏
〉
の
宗
教
的
象
徴
た
る
納
一
戸
神
は
、

外
さ
る
べ
く
し
て
外
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

② 

さ
ら
に
付
け
加
え
る
べ
き
乙
と
は
、
八
表
〉
の
儀
礼
で
あ
り
集
団

し
か
も
、

た
る
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
に
示
さ
れ
る
八
内
〉
の
論
理
で
あ
る
。
八
表
役

V
の
中
で
も
寺
惣

代
、
村
外
の
神
宮
は
乙
の
こ
と
の
主
宰
者
側
に
は
立
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
と
の
八

3匝

内

V
と
は
、
根
獅
子
で
あ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
地
域
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
八
表
と
裏

V
、
〈
公
と
私

V
、
八
内
と
外

V
と
い
う
三
つ
の

枠
組
が
各
々
の
集
団
の
個
々
の
構
成
原
理
の
ヨ
リ
上
位
の
概
念
と
し
て
指
摘
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
（
上
図
）
。

宗
教
的
儀
礼
的
社
会
関
係
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
構
造
を
明

〔
付
記
〕

と
俗
的
な
そ
れ
、
即
ち
ム
ラ
体
制
と
の
関
連
を
考
察
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

き
ら
か
に
し
た
の
で
、
次
に
わ
れ
わ
れ
の
課
題
は
、

乙
の
よ
う
な
儀
礼
的
社
会
構
造

調
査
は
昭
和
四
十
六
年
四
月
か
ら
開
始
。
宗
教
学
研
究
室
大
学
院
古
賀
和
則
氏
、
社
会
学
四
年
松
栄
氏
に
現
地
調
査
を
助
け
て
い
た
だ
い
た
。

統
計
資
料
そ
の
他
に
つ
い
て
、
平
一
戸
市
長
山
鹿
光
世
氏
に
全
面
的
に
御
援
助
い
た
だ
い
て
い
る
。
調
査
は
ま
だ
続
行
中
で
あ
る
が
、
こ
こ
に

記
し
て
深
謝
し
た
い
。

キ
リ
シ
タ
ン
村
落
根
獅
子
の
宗
教
と
社
会
構
造
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